





































1-1-1． 1970年代～80年代前半における日本語教育と文法観   



































































































































































































  い場合 
5-3-3-4. 現実の状況が確認されていて、現実と思考内容が一致する 































































































    １ 基本的意味(193)  ２ 形の情報(193)  ３ ハズダの使い方の全体像(193) 
４ 使用文脈(194)    ５ ハズダのバリエーション(212) 
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     表２：各教科書の説明のポイント 
     表３：用例・練習のハズダ文の形態的特徴 
     表４：実例のハズダ文の形態的特徴 
〔第３章〕表５：回答者の国籍別リスト 
     表６：ハズダに後接する表現 
     表７：国別のハズダに後接する表現 
     表８：教科書の用例・練習に見られる後接表現 
     表９：ハズダと共に用いられる傾向のある表現 
     表10：ハズダの使用場面 
     表11：より適切な言い換え例 
     表12：ハズダ文の現われる位置 
     表13：日本語母語話者の作文タイプ 
     表14：学習者の作文タイプ 
     表15：正用群と不自然群の作文タイプ 




































表20：ハズダカラの後件にくる表現例 ―― 母語話者の場合 
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第２章 従来の文法記述と現行教材 ―― ハズダを例に 
第３章  学習者の文法理解から観察される文法記述の問題点 
第４章  文型の「意味」と誤用訂正 ―― 教師の文型訂正行為から見られる問題点 
第５章  運用力につながる文法記述のための分析の方法 
第６章 ハズダの文脈化――運用力につながる文法記述のための基礎研究 


























































                                                        
1 益岡(2002ａ)、細川(2004)、野田(2005ａ)、日本語文法学会(2006)等、参照。 






























                                                        
2 豊田(1995,1996a,1996b)参照。 
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することは、彼らが身につけた日本語の文法を駆使することであり、その駆使 
の仕方を初歩からある順序に従って次第に修得していくことこそ文法教育の課 























































(5)  日本語を身につけた者――いわゆるネイティブ・スピーカー――が誰で 
も‘知っている’こと、つまりいろいろな文が、一定のきまりによって結び 
                                                        
3 1-1-2の内容の多くは、主に益岡(2003)による寺村文法の解釈を、筆者なりにまとめ直したも
のである。 



























































                                                        
4金水(2004)参照。金水(2004)では、そうした研究者やその研究を「新記述派」と呼んでいる。 
 




















  (9) ＜『日本語表現文型（3版）』の提示項目一覧＞（佐久間 1986：120） 
   中級Ⅰ 1名・分類・定義 2存在・位置 3存在・数量 4移動 5変化 
       6過程・推移・経緯 7時の表現 8要求・依頼・命令 9希望・ 
願望 10意志 11申し出・勧め・誘い 
   中級Ⅱ 12類似・比況・比喩 13比較 14程度 15対比 16伝聞  
       17予想・予感・兆候 18予想・期待の実現と日実現 19原因・ 




























































































































































   ところが、八○年代に入ると学習者の多様化と、その多様なニーズに応える 
ための教授法の研究・開発・実践の中から多くの新しい教材が生まれてくる。 
これらの教材には、コミュニカティブ・アプローチを教授法の理論的根拠とし 
                                                        
5 本稿における「機能」については、第５章(5-4)および、第７章(7-2-3)を参照のこと。 



















































































る。（市川 1989：75 下線は本稿筆者) 
 
 このような考え方から、この教科書では、構造重視の「Grammar Notes」「Structure 































の『Situational Functional JapaneseⅠ・Ⅱ・Ⅲ』（筑波大学）も、その構成は「第 2課 
郵便局で」「第８課 許可を求める」というように、理念的には、場面や機能でシラバスを
構成したものである。その他、関(1997)によれば、『中国からの帰国者のための生活日本語』




























































































       ―― 教育のための文法に関する 2000年以降の展開 
 
 2000年前後になると、世紀の節目にあってこれまでの研究を振り返り、今後の展望を探





























                                                        
7 『月刊言語 特集 新世紀の日本語教育』(1999)、『国語学 特集 日本語研究の将来と国語
学会』(2000)、『国文学解釈と鑑賞 特集 21世紀の日本語研究』(2001)、『日本語学 特集 































  ・ 文法積み上げ派もコミュニカティブ派も、「日本語学」のための文法を温存し 
てきた。 
・ コミュニケーションのためではない、無目的な文法が教材や教育に君臨して 
きた。                      （野田ほか 2003：20） 
 
                                                        
10 シラバス設計における「易から難へ」「汎用性から特殊なものへ」「基本から応用へ」といっ
た前提のこと。 












  ・ 話す･聞く･読む･書くというそれぞれのコミュニケーション活動に必要な文法 
にする。 
・ 文構造中心ではなく、コミュニケーションに必要な広い範囲の事項を含んだ 
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13 野田らの『教育文法』の立場との混同を避けるため、筆者は自身の研究には「教育文法」と
いう言葉を使わず、「運用力につながる文法記述」と呼んでいる。 


























































































































                                                        
14 ＜言語は主体の表現行為、理解行為である＞と規定する言語観。詳しくは蒲谷(1999・2000・
2004）を参照。 
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に、無数に存在する文脈の抽象化に成功している。そして、 
 






























































































































































































































 - 43 - 






































































































            
 



















                                                        
2 本節は、太田(2004)の内容をもとに増補し、書き直したものである。 
3 ハズダ以外の部分の誤用についてはここでは訂正して掲載する。 




























1 初級日本語  外大 27 28 ○ × 
2 初級日本語 げんきⅡ げんきⅡ 19 23 ○ × 
3 新装版 日本語初級Ⅱ 東海Ⅱ 32 46 ○ × 
4 新文化初級日本語Ⅱ 新文化Ⅱ 19 36 ○ × 




ﾓｼﾞｭｰﾙ３ 11 15 ○ × 
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7 JAPANESE FOR BUSY PEOPLE Ⅲ  BPⅢ 52 70 ○ × 
8 Japanese for Everyone Every 12 27 ○ × 
9 
Situational Functional Japanese 
Vol.3  
SFJ3 24 24 ○ × 




型 ２００ 初・中級 
どんな
200 
15 20 ○ ○ 
12 文法が弱いあなたへ あなた 21 39 ○ × 
中級 
13 
中級の日本語 The Integrated 
Approach to Intermediate Japanese 








トピック 3 5 ○ × 










作文 2・15 16 ○ × 
19 文化中級日本語Ⅰ 文化中Ⅰ 3 8 ○ × 
20 
J-BRIDG 
TO INTERMEDIATE JAPANESE 











自然に 判断 8 ○ ○ 




生きた 10 10 ○ × 

















11 ○ ○ 
28 
日本語文法 セルフ・マスターシリ
ーズ６   文の述べ方 


















                                                        
6 詳しくは第６章６－２・６－３参照。 





 (54) By using this sentence pattern, the speaker implies that he/she has grounds to 
think so, that it is his/her own judgment and that he/she is quite sure of it.  
（みんなⅡ(解説) 46課：129） 
 
(55) ～はず, which means ‘supposed to’ ‘expect to’ , express one’s conjecture with 
some certainty. (中級 ８課：173) 
 
(56) 客観的な理由があって（例えば計算などをして）、推量にかなり確信があるときに使













東海Ⅱ Every JBⅢ モジュ
ール３ 
確信を持つ ○ × ○ ○ ○ × × ○ 
推測 × × × × ○ × × × 
話し手の判断 ○ ○ ○ × ○ × × × 
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＜初中級・中級＞ 
 どんな 200 作文 中級 J301 アプローチ トピック 
確信を持つ ○ × ○ ○ × × 
推測 ○ ○ ○ ○ × × 
話し手の判断 × × × × × ○ 
根拠がある ○ ○ × × ○ × 
 
＜上級＞ 
 会話で 生きた 国境 J501 自然に 荒竹 セルフ 気持ち 
確信を持つ ○ × ○ ○ × × × × 
推測 ○ × × × × ○ ○ ○ 
話し手の判断 ○ ○ ○ × ○ ○ × × 





  ・話し手を主語とした動詞によるもの I’m sure / I expect / I believe / I thought 
   ・事態主語・受動形のもの    be supposed to / be expected to  
・形容詞など  be natural / be reasonable / be positive / there is no doubt that 
   ・助動詞       should / would / ought to / must       






                                                        
7 英語の例は対訳や例文の訳がある 12種（みんなⅡ／SFJ3／TJ／げんきⅡ／どんな 200／東
海Ⅱ／Every／J301／中級／生きた／国境／会話で）の教材から。中国語は中国語解説のあ
る４種（みんなⅡ／東海Ⅱ／どんな 200／会話で）から収集。 




(57)「だろう／でしょう」（初級 2種、中級 1種、中上級 1種） 
「ことになる／ことになっている」（初級 1種、上級 1種） 
「わけだ」（中級 1種、上級 1種） 
「～に違いない」（中級 1種、中上級 1種、上級２種） 
「べきだ」（中上級 1種） 







   「ことになっている」 予定により決まっている自分の行為。 
    「わけだ」      話し手や聞き手がその状況に、より強い納得を示す場合。 
「～に違いない」   直感を基にした推測の場合。 
     「べきだ」      話し手が、当然である、正しいと思っている場合。 
     「つもりだ」     自分の将来の意志的な行動の場合。 
    「かもしれない」   その事態が生じる可能性がある。 







                                                        
8 どの教科書がどの表現を扱っているか等、類義表現についての詳細は、第６章(6－3「類義表
現との使い分けについて」)で詳しく扱うことにする。 













(59) 「はず」is not used for making predictions,（モジュール３ 11課：18） 
と、述べられている教科書もあれば、 
(60) 当然の予測・期待（荒竹 29：85） 
と説明されることもある。また、 








































（みんなⅡ(解説) 46課：129 本文は英語・(54)参照） 
 
といった説明も代表的なものの一つであるが、それではなぜ、話し手は「確信を持って判
                                                        
9 実際には、「「はずだ」は｛確かな・不確かな｝根拠をもとに当然そうだと推測する。」と学習
者に答えを選ばせる形で載っている。（気持ち：17） 




（66）シャツが 2200円、靴下が 800円ですから、合計 3000円のはずです。 
（東海Ⅱ 32課 文法説明英語版：39） 
（67）A：この皿はじょうぶですか。 
B：これはプラスチックだから、丈夫じゃないはずです。 





















                                                        
10 事実、学習者も教師も、「そうなるだろうと確信している」ことと、「実際に必ずそうなる」
こととを混同している傾向があった。第３章および第４章を参照のこと。 




































































































   B：上手なはずですよ。10年も北京に住んでいましたから。 



















































































































  (73) 結婚していたら、もっと違った生き方をしていたはずだ。（生きた 10課：177） 






 （75）（みんなⅡ 46課 練習：174） 
A：彼女は来るでしょうか。 
    B：きのう出席の返事をもらいましたから、（ くるはずです ）。 
  (76) （みんなⅡ 46課 会話：171） 
もしもし、5時ごろにガスレンジを見に来てくれるはずなんですが、まだですか。 
                                                        
14 本研究は森田(1980)の３分類の考えに近い立場をとる。詳しくは第５章５－３を参照のこと。 



























































 （80）田中さんは暇なはずです。（東海Ⅱ 32課：67） 
 （81）明日はテストですから、スーさんは今晩、勉強するはずです。 
（げんきⅡ ワークブック 19課：60） 

















    →「○○さんはアメリカ人だから、英語を話すはずです。」 
（げんきⅡ 19課 指導書：89） 
（83）アンヌさんはボーイフレンドもできて大学院にも合格したから、      
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（84）Q：高橋さんは車がありますか。 






   ありますよ。この間乗せてもらいましたから。 































































（69）今、4時 8分ですから、あと 2分でバスが来るはずです。（みんなⅡ・再掲） 












































































































■回答者 日本語学習者273名  日本語母語話者147名 
回答者の属性の詳細については、巻末資料③【調査対象者の内訳】を参照のこと。国籍
                                                        
1 本調査は、平成 16年度早稲田大学特定課題研究助成費(課題番号 2004A－395)による助成(マ
レーシア)、および、平成 17-18年度科学研究費補助金(若手研究B 課題番号 17720129)によ
る助成(中国・韓国・ベトナム・日本国内)を受けて行ったものである。 
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別の人数は、【表５】の通りである。 
 
【表５】回答者の国籍別リスト（日本語母語話者 147名、学習者 273名中） 
国籍 人数 国籍 人数 
日本 147 マレーシア 36 
中国 55 ベトナム 92 
韓国 89 その他 19 




① 2005年  3月 マレーシア人学習者 36名（クアラルンプール・ペナン・イポー） 
② 2005年  6月 日本語母語話者（社会人）13名      （東京） 
③ 2005年 10月 韓国人学習者 69名 中国人学習者 2名 （ソウル） 
④ 2005年 11月 中国人学習者 43名            （蘇州） 
⑤ 2005年 11月 日本語母語話者（大学生）39名      （東京） 
⑥ 2005年 12月 日本在住留学生 47名          （東京） 
⑦ 2005年 12月 日本語母語話者（大学生・大学院生）95名（東京） 
⑧ 2006年  3月 ベトナム人学習者 91名      （ホーチミン） 




































していたから、               はずです。 
②                 ば、病気
びょうき
はすぐになおるはずです。 
③                から、               はずです。 
④                はずだから、                。 
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Research Associate(Waseda.Univ.) 1-7-14 Nishiwaseda Shinjuku Tokyo Japan 
























































                    
                    
                    
                    















































   年齢
ねんれい
       学校
がっこう
          
お名前
な ま え
：                   日本語












してもいいですか。 □はい   □いいえ 
（if yes→）メールアドレス：                      





























                                                        
2 本章の用例は原則として、すべて今回の調査で得られたもの。例文の末尾に回答者の国籍を
記す。文法的な誤りなども原則としてそのままの形で載せる。 
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 （95）Ａ：田中さんは明日の会議が出席しませんね。 
     Ｂ：え～、どうして。 
    Ａ：さっき電話がかけてきた。♯明日は用事があるので出席しないはずだ。 
               （正）明日は用字があるので出席しないそうです 











































































【表６】ハズダに後接する表現 日本人用例数 全431例 学習者用例数 全648例 
 日 ％ 学 ％ 具体的な表現例 
①後接表現あり 336 78 322 49.7  
（内訳）終助詞「よ」 123 28.5 103 15.9 よ 
終助詞（「よ」以外） 26 6.0 58 9.0 ぞ・ね・もん・よね・か 
逆接表現 72 16.7 90 13.9 が・けど・のに・のになあ 
引用句内 8 1.9 19 2.9 と思う・と言う・って・ 
だろう・でしょう 10 2.3 10 1.5 だろう・だろ・でしょ 
だから・し（理由） 31 7.2 22 3.4 だから・し 
ノダ＋逆接 53 12.3 6 0.9 んだけど・んですが・んだが 
ノダ（＋逆接以外） 5 1.2 2 0.3 んだ・んだよ 
    その他 8 1.9 12 1.9 じゃない？・そうです 
②後接表現なし 95 22 326 50.3 はずです・はずだ・はず 
①＋② 計 431 100 648 100  
 




























 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ 
①後接表現あり 55 39.9 147 71 47 29.4 49 49.5 24 54.5 
終助詞「よ」 23 16.7 49 23.7 15 9.4 10 10.1 6 13.6 
（「よ」以外） 11 8.0 13 6.3 18 11.3 11 11.1 5 11.4 
逆接表現 7 5.1 51 24.6 4 2.5 19 19.2 10 22.7 
引用句内 5 3.6 9 4.3 2 1.3 2 2.0 2 4.5 
だろう 2 1.4 5 2.4 1 0.6 2 2.0 0 0.0 
から（理由） 2 1.4 10 4.8 7 4.4 1 1.0 1 2.3 
ノダ＋逆接 1 0.7 5 2.4 0 0.0 0 0 0 0.0 
(＋逆接以外） 0 0.0 2 1.0 0 0.0 0 0 0 0.0 
  その他 4 2.9 3 1.4 0 0.0 4 4.0 0 0.0 
②後接表現なし 83 60.1 60 29 113 70.6 50 50.5 20 45.5 
①＋② 計 138 100 207 100 160 100 99 100 44 100 






    Ａ：そうではありませんよ。彼は書くのは上手ですが、話すのは全然だめです。 










 初級・初中級教科書 中級～上級教科書 
 数 ％ 数 ％ 
①後接表現あり 54 20.8 45 31.3 
終助詞「よ」 37 14.3 16 11.1 
終助詞（「よ」以外） 3 1.2 1 0.7 
逆接表現 11 4.2 10 6.9 
引用句内 1 0.4 0 0.0 
だろう・でしょう 0 0.0 4 2.8 
だから・し（理由） 2 0.8 6 4.2 
ノダ＋逆接 0 0.0 6 4.2 
ノダ（＋逆接以外） 0 0.0 0 0.0 
  その他 0 0.0 2 1.4 
②後接表現なし 205 79.2 99 68.8 
①＋② 計 259 100 144 100 













 日 学 
①理由の接続助詞 から・ので 41 116 
②条件の接続助詞 たら・なら・ば 41 79 
③確信を表す副詞 必ず・きっと・絶対に・確かに 19 39 
④不確かな記憶を表す副詞 たしか 21 2 
⑤逆接の接続詞 でも・しかし・だが 15 28 
⑥否定の応答詞 いいえ・いや・ううん 11 13 
⑦肯定の応答詞 はい・うん・ええ 7 45 
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いう思いを表す表現である。            
 
(107) この問題はミスプリントがあるんだって／なあんだ、それじゃ解けないはずだ。     
（森田 1980：411） 
 












い違い 11 例（6.9％）」、中国では「みこみ 109
例（79％）：食い違い13例（9.4％）」とその差が非常に大きかった。学習者には、「みこみ」
                                                        
6 「その他」には、みこみ・さとり・食い違いのいずれにも分類されない、つまり、ハズダが
使用される状況とは言えないものを分類した。 
  母語話者 学習者 
みこみを語る用法 





































 (108) Ａ：ねえ、お父さん、お母さんは？ 
     Ｂ：買い物に出かけたぞ。 
     Ａ：何時に帰るって？ 
     Ｂ：近くのスーパーのはずだから、そろそろ帰るだろ。（日本） 
 
 (109) Ａ：お財布が見当たらないの。 
     Ｂ：どこに置いたの? 
     Ａ：カバンに入れたはずなんだけど…。 
     Ｂ：机の上にあるじゃないか。（日本） 
 
(110) Ａ：張さん、久しぶりですね。？ 3年ぐらい日本に住んでいましたから、日 
本語が上手なはずですよ。 
     Ｂ：いいえ、まだまだです。呉さんは自分の会社がありますよ。？ 今、お金持
ちになるはずですよ。 
    Ａ：いいえ、まだまだです。今、一緒にビールを飲みませんか。 






 (111)  張さん、久しぶりですね。3年ぐらい日本に住んでいましたから、もうすっか
り日本語が上手なはずですよね。今度の会議では、しっかり通訳をお願いしますよ。 











 (113) Ａ：今、何をしている？ 
     Ｂ：テレビを見るだけだ。 
     Ａ：え、なんで？ ♯ 明日はしけんがあるから、Ｂさんが勉強しているはずだ
けど。 
     Ｂ：もう十分、勉強したのよ。（アメリカ） 
 













  Ｂ：ええ、そうですね。 
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    Ａ：♯ 新しい恋人ができるはずです。 
    Ｂ：なるほど。 (ベトナム) 
 
(116) Ａ：ひろこは最近変だよね。 
  Ｂ：なんで？ 
    Ａ：彼女に話しても返事してくれないよ。 
















 (117)  Ａ：明日、何をしますか。 
      Ｂ：♯ 私はテニスをするはずなのに、雨でしょう。 
      Ａ：そうですね。 
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 (118) Ａ：今晩どこかへ行きますか。 
     Ｂ：♯ 兄は（＝が）日本から帰ったばかりだから、（私は）家にいるはずだ。 
     Ａ：そうですか。喫茶店にあなたをさそうつもりです。 







 (119) Ａ：たしかここにおいておいたはずなのに…またなくしたみたい。どうしよう。 
     Ｂ：ええ～、またなの。もう今度からは買ってあげないからね。 
     Ａ：本当にごめん。でも別に私のせいじゃないでしょ。 









 (120) Ａ：Ｂさん、今日、大学時代の友達が入院したこと聞きました。 
     Ｂ：あ、そうか。それは大変だね。 
     Ａ：はい、ですから後で、おみまいを行こうと思っています。 











 (121) Ａ：どうしたんですか。 
      Ｂ：頭が痛いです。 
     Ａ：それはいけませんね。？ 薬を飲めば、病気はすぐに治るはずです。 








 (122) Ａ：何が贈り物でいいですか。 
      Ｂ：♯ 茶がよいはずだ。 
      Ａ：ほんとう？ 




   (123) Ａ：田中さんは明日の会議が出席しませんね。 
        Ｂ：え～、どうして。 
       Ａ：さっき電話がかけてきた。♯ 明日は用事があるので出席しないはずだ。 
       Ｂ：そうですか。（中国：(95)の再掲） 
 
しかし、ここでの発話意図は、伝言することにあり、「～そうです」が使われるほうが適








 （124）Ａ：？ 今日は日曜日だから、会社は休みのはずですね。 
      Ｂ：ええ、そうですね。どこか行きませんか。 
         Ａ：いいえ、ちょっと…。こいびとが来るはずだから、うちにいようと思います。 









  (125) Ａ：林さんは、今どこにいますか。 
      Ｂ：教室にいるはずです。 
     Ａ：そうですか。でも、今、いません。 






















 （126） Ａ：彼のこと、どう思う？ 
     Ｂ：そうだね、♯ 学生だから学校にまじめに出席するはずなのに。 
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【表11】より適切な言い換え例（数字は調査で見られた該当例の数） 
モダリティ不要（φ） 34 んじゃないか・んじゃないかと思う 28 




～うと思っている・予定だ・つもりだ 30 べきだ 16 
かもしれない 7 ものだ 3 
だろう・でしょう・だろうと思う 44 ことになる・ことになっている 6 
にちがいない・にきまっている 11 ことにする・ことにしよう 3 
なければならない 5 ～くなる 1 
そうです（伝聞）・と言っていた 13 こともある 1 
そうです(様態） 5 てしまう 3 
ようだ・みたいだ 16 ～からです 3 





































～トイウモノハ  モノ  ←回帰         変化→ (PバQ) コトニナル 
  ～ハ／ナラ    ハズ                     Q デキルヨウニナル 
  原点を認識させる       努力を求める      条件・提言を印象づける 










状況  モノダ 
現実：問題あり 将来なってほしい  ハズダ 
     状況   ワケダ 













③ ハズダが文末用法8で、かつ作文中 1回のみ使用されていること 
その結果、日本語母語話者 100名、日本語学習者 121名分の作文が抽出された。国籍別
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3-3-2．日本語母語話者の作文に見るハズダの使用傾向 






































































                                                        
10 金子(2000)の図式の中の｢将来なってほしい状況 ハズダ／ワケダ｣と重なる。 
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14 邢志強（2000）、張麟声（2001）など。 
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(142) ＜第一段落＞ 導入…息子の就職活動の驚くべき様子 
    ＜第二段落＞ 問題提起 
     私は企業内同和問題研修推進員に選任されており、就職差別問題の研修も受け
てきたし、行政もこの問題の根絶に取り組んできたはずだ。しかし、この現実
である。就職差別は根絶できるのだろうか。（下線は本稿筆者による） 
    ＜第三段落＞ 実際の現状への批判…業界への怒りの表明 
＜第四段落＞ 主張…社会への意識改革の訴え   
 
                                                        
15 2004年3月分および2006年6月１日から9月10日までの投書欄に寄せられたもの。巻末資
料⑤のＣ「朝日新聞「声」における用例リスト」の欄参照のこと。 













































がいまだにあることに怒りを覚える。（終）    (朝日新聞｢声｣2004/03/05) 
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る。そう考えれば、これもまた、「【結論を導く根拠（＝漢字の多用が子供の語彙の力を伸


















































 (朝日 2006/07/01：下線・①②は本稿筆者による) 
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【表17】新聞投書におけるハズダ文の文章展開のタイプ (103例中) 






























(144) αタイプ＝現状 提言・主張  (そう)すれば／これからは 【展望】ハズダ。 
   ハズダの機能：好ましい展望を示し、提言の正しさを支える。 
βタイプ＝現状 【結論を導く根拠】ハズダ  だから  提言・主張  
なのに  苦言・批判  
      ハズダの機能：自身の判断に当然性を担わせ、結論を導くための根拠とする。 
γタイプ＝【話し手が本来のあり方だと考える状況】ハズダ  
しかし 現状  問題提起  
                                                        
16 調査協力者からの指摘。 
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1 本節は太田(2006)を改訂したものである。 





















 ■調査方法：① 質問シートを配布し、各自、持ち帰りによる回答。 
       ② 後日、質問シートの回答をもとに、ワークショップ形式で話し合いを
する。 

































  例）曇っていても必ずしも雨が降るとはいえないから、カモシレナイのほうがいい。 
（日本） 
 C：ハズダで推測できる「内容」を問うもの 
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とどめたいと考える。 
 




























マレーシア人日本語教師（16） ４ ６ ４ １ ２ 1 
日本人日本語教師（19） 4 ９ 5 １ １ ０ 
韓国人日本語教師（18） 3 10 3 ０ ２ ０ 









































    B：カバンがあるから、（ まだいるはずです ）。（SFJ３ Drills：172） 
 
（152）アン：すみません、フェリー乗り場はどこでしょうか。 
    女の人：フェリーのりばですか。わたしもよくわからないんですが…。ああ、 


























（155）This expression is used when the speaker conjectures or expects a result 



















                                                        
4 （朝日）は、朝日新聞からの引用で、数字は掲載年月日。 
 





























































    Ｂ：来るはずですよ。きのう電話がありましたから。（みんなⅡ：175） 

























 上記の 2 点以外の観点からの説明として、「天気」のような自然現象にはハズダは使え
ないとする回答もいくつか見られた。 


































                                                        
7 清水辰夫公式ホームページ http://www9.plala.or.jp/shimizu-tatsuo/sub5-0301-03.html 
 （HP参照日：2005年 6月 15日） 





























                                                        
8 山と温泉の会活動記録 www.sfk21.gr.jp/jjc/yama_onsen/cont02.html  
（HP参照日：2005年 6月 15日） 
 

























  【祈祷師が雨乞いの祈りを行なったが、一向に雨が降ってこない】 


















   B＝ニュースキャスター（安藤優子） 
  A：明日の予報はズバリ雨です。 
  B：本当に当たるんでしょうねえ？ 
  A：空が曇っているから、雨が降るはずです！！ 






  ①現実にはどうなるかはわからない。 
  ②しかし、話し手にはすでに確信を持った判断がある。 
  ③話し手には、その判断を示すことにより、聞き手を納得させたり、行動を促した
りなどするために、その判断の妥当性を主張すべき動機がある10。 




































                                                        
11 元・東京大学留学生センター講師による会。当該文型が話題となったのは、2006年 9月 9
日。参加者 10名のうち、4名が（179）を誤用と判断した。 





 (180) A：今度のパーティーの出し物、誰に歌う役をやってもらおうか。 
     B：Cさんにしようよ。 
    A：えー、Cさんって、歌、うまいの？ 
    B：知らないけど、彼のお父さんが音楽家だから、きっと上手なはずだよ。 

























































































































 ② 共起表現や文章展開を含め、「使える形で」の提供がないこと。 
 ③ 類義表現との使い分けが、基本的な意味からのみ説明され、広い範囲の類義表現の中
から「なぜその表現を使うのか」を自分で決めるための情報が少ないこと。 






























                                                        
1 第１章１－５の①～⑥を参照。 


















(185) 『日本文法大辞典』(1971) 「文脈」の項 











  広義文脈とは、「文章での、構成単位の意味のつながりとまとまり」である。 
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いて行く結構の、内からの自覚だと見られないだろうか。働いて行く結構の、 
力として、流れとして、方向としての自覚が文脈だといえると思う。 






































































































(198) ① A：あー、お金が無い。銀行って今日、開いてるかな。 












(199) ① 今日こそ、イチローはやってくれるはず。（NHK041001）→＜期待の表明＞ 




                                                        
2 シナリオからの用例。出典は巻末資料⑦【シナリオ小説等の出典リスト】参照のこと。 

















































































            
 







































































                                                        
3 本節は太田(2002)の一部を補足・改訂したものである。 






























































 - 143 - 
 





























 - 144 - 
 (212) ＊道理で彼は 2時に来るはずだった。 





















【図 4】 記述の枠組み 
                                                        
4 本節は、太田(2004)の一部を増補・改訂したものである。 
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類を分類した。【現実と認識の関係】には以下の三つがある。 
   ハズダの文脈   現実の状態が未確認 ・・・・・・・・・・・・・・・・・Ⅰ 
            現実の状態が確認済み   現実と認識が一致しない・・・Ⅱ 












































 - 148 - 

























(214)  （人物） は家にいるはずだ。 




































   

















    「フェリー乗り場ですか。わたしもよくわからないんですが…。 ああ。あそこ
にサインが出ているから、あの近くにあるはずですよ。」 








































 B-2 ＜励まし＞ 




































































   現実が未確認   未知の命題を導き出して表明 ― Ａ 
  表現主体の抱く命題を（未確認の中で）表明  「強く」語る Ｂ 
























































                                                           



















































  【聞き手との関係】現状に不審を感じている聞き手に対して事情を解明する場合。 
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機能 Dか E のような、話せる能力がありながら、その言葉を話そうとしない人物を非難
したり、不審に思ったりする文脈を設定しなければならない。 
 教師が、ハズダの導入や練習のために文脈を設定する際には、最低でも以下のポイント
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が必要となる。 
  ① 自己の判断と現実との対比を明確にすること。 
  ② ハズダで自己の判断を述べる動機を備えること。 
    例）・実際の状況を目にして、それが自分の考えていた状況と違っていることを相
手に伝えたい（D） 
     ・実際の状況がわからない中で、少なくとも自分にははっきりと抱いている現
実認識があることを相手に伝えたい（B） 











































































7 BPⅢ △ △
8 EVERY ○ △ △
9 SFJ３
10 TJ △ ○ ○
11 どんな２００ ○





17 アプローチ ○ △ △
18 作文
19 文化中Ⅰ
20 J-Br ○ △




25 J501 ○ △
26 国境 ○ ○ △
27 荒竹 △ △ ○ △ △
28 気持ち ○ ○ ○

















































2 基礎日本語辞典 ○ ○ △ △




○ ○ ○ △ △



























14 日本語教授法実践の手引き ○ ○ ○ ○
15 日本語誤用例文小辞典 ○ ○
16 日本語表現・文型辞典 ○
17 日本語の教え方ABC △




○ ○ △ ○
20 文法の時間 ○ ○ ○
21





































 (238) 彼は来ないはずだ。 
    彼は来るはずがない。 















  (240)  忘れてくれるな、仕事もできない男に、家庭を守れるはずなどないってこと。 
（93僕ら：55） 













  (238) 彼は来ないはずだ。 
     彼は来るはずがない。 
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略）話し手の主張はやや弱くなる。 





   ①はずが（は）ない（可能性の否定） 
    ・彼は海外にいるんだから、ここに現れるはずがない。 
   ②はずじゃ（では）ない（予定・必然がない） 
















(244)  はずがない 【現実と認識の関係】未確認 
【話し手の命題に対する態度】その実現を完全に否定 
 【伝達効果例】相手の示した仮定に強い疑念を示す 
                                                        
5 従って、(244)～(246)の記述の書き出しにも、本来、【基本的意味】を載せるべきだが、共通
した事項であるので、ここでは省略する。 
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 【共起しやすい表現】そんな（はずがない）／よ／ 
 
(245) はずだった 【現実と認識の関係】確認済み（不一致） 
        【話し手の命題に対する態度】 
          自らがどんな命題を抱いていたのかを改めて提示 
        【伝達効果例】意外感・失望・後悔 
【共起しやすい表現】のに／んだけど／本当なら／本当は 
 
(246)  はずじゃなかった6 
【現実と認識の関係】確認済み（不一致） 
【話し手の命題に対する態度】 











































(249) # 安全なはずの学校で（→「に」の誤用）、消火器があります。（中国） 






                                                        
8 この用例を基に、太田(2002)ではハズダの連体修飾用法について分析した。 
9 東京大学留学生センター2001年度一般コース日本文化・日本事情クラスでの練習。 





























                                                        
10 例えば松崎(2005)、宮谷(2005)など。 





























                                                        
11 これらは「運用上の不適切さ」であるから、当然、ある特定の文脈を想定すれば、十分に適
切な文になりうる。 




【表 20】ハズダカラの後件にくる表現例 ―― 母語話者の場合 (日本人158例中) 
ハズダカラの後件に来る表現の種類 数 ％ 
だろう 31 19.6 
だろう以外の推測 18 11.4 
～（し）よう 44 27.8 
～ください／なさい 11 7.0 
大丈夫・必要ない 17 10.8 
アドバイス与え 8 5.1 
上記以外の情報提供 11 7.0 
自分の行動・心情 6 3.8 
その他 12 7.6 













                                                        
12 回答例については巻末資料⑪のリストを参照されたい。 




 (258) 必ず期日までに到着するはずだから、届かなかったら連絡ください。（日本） 









【表 21】ハズダカラの後件にくる表現例 ―― 学習者の場合(学習者234例中) 
ハズダカラの後件に来る表現の種類 数 ％ 
だろう 11 4.7 
だろう以外の推測 10 4.3 
～（し）よう 29 12.4 
～ください／なさい 61 26.1 
大丈夫・必要ない 8 3.4 
アドバイス与え 25 10.7 
上記以外の情報提供 2 0.9 
自分の行動・心情 24 10.3 
その他 64 27.4 
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【表 22】ハズナノニの使用状況（日本人167例・学習者216例中） 
 日本人 ％ 学 ％ 
①対照性あり 167 100 181 83.8 
（内訳） 直接的な対照性 









②対照性わかりにくい 0 0 19 8.8 
③ハズ・ノニの意味の誤用 0 0 16 7.4 










































 (268)  Ａ：なんか目がかわく。 
Ｂ：あ、私目薬持ってたはず。ちょっと待って。（日本） 










(269)  設計と営業のはずが、体のいい、ガードマンだ。（97レグホン：229） 





























































                                                        
16 『基礎日本語文法―改訂版―』がその典型である。 





























































































































14 日本語教授法実践の手引き ○ ○ ○
15 日本語誤用例文小辞典 ○ ○ ○ ○
16 日本語表現・文型辞典








A Dictionary of Basic Japanese
Grammar
○ ○ ○ ○ ○
22
A Dictionary of Intermediate
Japanese Grammar
○
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＜それぞれの「述べ方」の説明での比較＞ 






④ ダロウ・デショウ：話し手の主観による想像・推量（市川 2005：158） 
⑤ ラシイ・ヨウダ：根拠に基づく想像・推量（市川 2005：158） 
⑥ ソウダ(様態)：ある対象が呈している様態を表す。（益岡・田窪 1992：130） 
⑦ ソウダ（伝聞）：聞き伝えを表す（森山 2000：125） 
⑧ ワケダ：ことの成り行きやものの道理などから必然的にそのような結論に達したと  
 いうことを表す。（市川 2005：165） 
⑨ コトニナル：論理の結果を客観的に述べる表現。（中略）＜納得＞の用法には使えな
い。（吉川編 2003：127） 













                                                        
17 ただし、「それで（今日、彼は来ない）わけだ」のように、「それで／だから」などで導かれ
たものは置き換えられない。 
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   ＜会話例＞ 
   A：Cさんは来年も日本にいるんだっけ。 
   B：いえ、彼は来年、帰国するはずです。 
   A：あ、そう。それは残念だね。 
 
といった場合や、 


































































(276) Read the information about Mr. Ishida and Ms. Sato and answer the 
questions using ～はず. 
    Q：石田さんは頭がいいですか。 






















                                                        
18 後述の（Every）を除く。 

































































































7 BPⅢ ○ ○ ○
8 EVERY ● ● ○ ○
9 SFJ３ ○ ○
10 TJ






17 アプローチ ○ ○
18 作文 ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 文化中Ⅰ
20 J-Br ● ●
21 会話で ○
22 自然に ○
23 生きた ○ ○ ○
24 どんな500
25 J501 ● ● ● ● ● ● ● ●
26 国境
27 荒竹 ● ● ● ● ● ○ ●
28 気持ち ● ●
29 セルフ ● ● ● ○ ●
29冊中 8 4 8 2 2 1 1 0 6 6 1 2 2 2 2 1 1 1  





 (278) （   ）のなかのことばを適当な形に変えて、     の中のことばといっ
しょに使って書きなさい。１つのことばを２回ずつ使います。 













   3．Kデパートはきょうは （休みのはずです） よ。毎週
まいしゅう
火曜日




































が （ふったらしいです） よ。 
                                 （降
ふ
る） 
（どんな 200：153 下線部の（ ）内が解答） 
 
 (279) どちらが適切ですか。 
   1．この地域は、条例によって 20メートル以上の建物は建てられない｛はずだ・に
ちがいない｝。 
   2．学生：昨日はエアコンの音がうるさくて勉強できませんでした。 
     管理人：今日修理してもらったから、もう静か｛なはず・にちがいない｝ですよ。 
   3．あっ、空が曇ってきたな。夕立が来る｛はずだ・にちがいない｝よ。 
   4．あの男が犯人｛にちがいない・のはずだ｝。証拠はないが、なんとなくそんな感
じがするんだ。                （気持ち：21 下線が解答） 













ったのは、『Japanese for Everyone』の以下のような練習のみであった。 
 
 (280) Answer the following question using「~だろうと思います」「～かもしれません」
「～はずです」as in example. 
         ex) 田中さんはパーティーに来るでしょうか。 
        → 来るはずです。 
          たぶん、来るだろうと思います。 
          来るかもしれません。 
   １）あなたのお母さんは、日本にきょうみがありますか。 
   ２）あなたのお母さんは、来年の夏、外国にりょこうしますか。 
   ３）来年の 1月までに、このきょうかしょのべんきょうが、ぜんぶおわりますか。 
   ４）いま、あなたのお父さんは、どこにいますか。 
   ５）円高（円安）は、つづくでしょうか。 
   ６）あなたのともだちは、あなたに、たんじょう日のプレゼントをくれるでしょう
か。                       （Every 12課：158） 
 
 この練習は、少なくとも、答える表現にはいくつかの可能性があることを提示し、学生

























 【表 23】【表 24】で見たように、ハズダに関わる類義表現には様々なものがある。そし
てその「基本的な意味」は確かにどれも近接したものであった。しかし、そのそれぞれの
表現が、発話の中で実際に行えることは、表現ごとに違いがある。例えば、ニチガイナイ






















































































































導出による回答○ ○ ○ ○ ○
考察過程提示 ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○○○
主張 ○ ○ ○ ○○ ○○○○○
励まし ○ ○ ○ ○
断定回避 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
丁寧さ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
不審 ○
非難 ○○ ○
確認要求 ○ ○ ○



























































    B：さあねえ。でも、田中の家は大学に近いから、 
たぶんいるはずだよ。 
きっといるにちがいないよ。 
         いるかもしれないよ。 
         まだ、いるだろ。 









   約束の時間は  9時だったはずだよな。 
           9時だっただろ。 
           9時だったよな。（言い切り） 






(283) 約束の時間は 9時だった  ＃ にちがいないよな。 
＃ かもしれないよな。 
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１ 基本的意味 
                   自分の頭の中に今持っている判断（＝P）、または、 
     P（→Q）  R        Pから当然判断できる内容（＝Q）を、「自分の頭 
(＝R/≠R/ ?R) の中ではこうだ」と、現実の状況（＝R）の中に
持ち出して述べること。R と Q が一致するかし
ないか、Rの状態がわからないかによって、いろ
いろな述べ方になる。 
       
 
２ 形の情報  ◇接続（ハズ（ダ）の前の形） Plain Style ＋ハズダ2 
名詞 動詞 
学生の 
学生じゃ（では）ない    はずだ／ 
学生だった          はずです 
学生じゃ（では）なかった 
来る 
来ない     はずだ／ 




おいしくない     はずだ／ 
おいしかった      はずです 
おいしくなかった 
元気な 
元気じゃ（では）ない    はずだ／ 
元気だった          はずです 
元気じゃ（では）なかった 









                                                        
2 同形式の表が市川(2005：157)に掲載されている。 
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                ＜現実との関係＞       ＜機能＞ 
                             … Ⅰ（A～C） 
                             … Ⅱ（D~E）      
                                 
  
  ＜どんなときに使うか ―― 使用文脈＞ 
 Ⅰ：現実の状況はわからないが、 
 A：知っている情報から考えて判断する場合 
      B：話し手の頭の中にある判断を、当然のもの、正しいものとして主張する  
場合 
      C：話し手の頭の中にある判断を当然のもの、正しいものと考えてはいるが、
断定するほどの確信はない場合 
 
    Ⅱ：現実の状況はわかっていて、 
D：話し手の頭の中にある判断が現実の状況と一致しないとわかって、変だ、
不思議だといった気持ちを表す場合 




    Ⅲ：現実の状況はわかっていて、 
F：納得できていなかった現状について、理由がわかって納得がいった場合 













一致 …  Ⅲ（F） 


















                    かもしれない／でしょう／ようだ／そうだ（様態） 
 
【一緒に使われやすい表現】 




  【誰が】相手の知りたい情報について判断できる根拠を持っている話し手が 
  【誰に】情報を知りたい人に 
  【どんなときに】実際はどうかはわからないなかで 
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 （待ち合わせの場所で：友達同士） 
  A：田中さん、遅いね。今日は来ないのかな。 
  B：来るはずだよ。ゆうべ電話で楽しみにしてるって言ってたから。 








  ☆同じような状況の例 









  【誰が】自分の持っている根拠からある判断を導き出した人が 
  【誰に】その判断が導き出された経緯のわからない人に 
  【どんなときに】その判断が実際に正しいかどうかはわからないなかで 





  A：じゃ、9時 15分に新宿で待ち合わせましょう。 
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  B：ええ～、もうちょっと早い方がいいんじゃないですか。 
  A：いや、9時 15分で大丈夫ですよ。中央線はすぐ来るし、新宿から東京駅までは
15分くらいなので、9時 55分のあさまなら、駅でお弁当を買ったりしても、十
分乗れるはずですよ。 








    ・予算の見積もり、年齢の推測など、計算して結果を出す場面。 
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Q 
Ⅰ－Ｂ．自分の頭の中にある判断を当然のもの、正しいものとして主張する場合 









                → cf.）言い切り／にちがいない／べきだ／ものだ 
 
【一緒に使われやすい表現】 






  【誰が】自分の頭の中では確信している判断を持つ話し手が 
  【誰に】その判断を確認することのできる立場にある相手に 
  【どんなときに】実際はどうか確かめられないなかで 
  【どのように】自分の判断を当然のもの、正しいものとして示して 
  【何のために】実際にはどうかを見てもらう 
 
 （電話で ――忘れ物の確認：社外にいる先輩と社内にいる後輩） 
  A： あの、悪いんだけど、先週の会議の資料、大至急こっちへファックスしてもら
える？ 
  B： 会議の資料ですか。えーっと、どこに置いてありますか。 
  A： 窓側の資料ボックスの中にあるはずなんだけど。 
Q＝? R 
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  B： ああ、ありました。すぐにそちらへファックスします。 
  A： ありがとう。たすかるよ。 





  ☆同じような状況の例 
    ・明日には届く予定の資料についての引継ぎ／今、離れた場所にいる人物に連絡
を取るなど、自分はそうだと思っているが、時間的・空間的に今は確かめられ
ないことについて、相手に伝える必要がある場面。 
     
B-2 ＜励まし＞ 
  【誰が】相手を応援したい気持ちを持つ話し手が 
  【誰に】自信を失ったり弱気になったりしている相手に 
  【どんなときに】実際にはそうなるかどうかはわからないなかで 
  【どのように】自分にはそれが確信を持って信じられるという態度で 
  【何のために】相手を励ますために好ましい展開を述べる 
 
 （落ち込んでいる娘を励ます：母と子） 
  A（娘）：お父さんはやっぱり私が留学することに反対なんだね。 
  B（母）： 心配しないで。お父さんだってきっといつかわかってくれるはずよ。 





























   (×)私は明日、渋谷へ買い物に行くはずです。（→行きます。行こうと思っています。） 
  ②ハズダは「少なくとも自分のなかではすでに事実である」ということの主張に使う。
「そうなった方がいい」という主張の場合は、「ベキダ」等を使わなければならない。 
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Q 
ともある。                   
 









 (不確かさを表す副詞) 確か たぶん 
 (そう思うが、自信がないということから逆接の表現がつながりやすい) 




  【誰が】本来なら断定できる立場にいる話し手が 
  【誰に】断定した表現を期待している聞き手に 
  【どんなときに】断定するほどの確信が持てないときに 
  【どのように】あくまでも自分がそう思うだけという述べ方で 
  【何のために】断定を回避する 
 
 （卒業の見込みについて話す：父と息子） 
   A(父)：いよいよお前も来年は大学卒業だな。 
  B(息子)：うん、まあ、そのはずだけど。 
   A(父)： はず？まさか、留年するんじゃないだろうな。 









  ☆同じような状況の例 




  【誰が】実は、実際はどうなのかはわかっている話し手が 
  【誰に】敬意を持って接したい相手に 
  【どんなときに】事実を直接言いにくいときに 
  【どのように】自分の理解（頭の中の判断）ではそうなのだがそれで正しいのかど
うかという言い方をすることで 
  【何のために】間接的に（丁寧に）現実の状況を示す 
 
 （上司に書類の締め切りの確認をする：上司と部下） 
  A：あの、先日お願いした書類なんですが。 
  B：ああ、あれね。もうちょっと待ってくれるかな。 
  A： はい、でも、確か明日が締め切りのはずなんですが…。 
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Q 
    ・直接言いにくいことを上司や先生に話す場面を考えよう。（その日は前から休み
をもらっていた／その話は別の人の担当だ…など） 








  ハズダがいつも「確信」だと考えていると、次のような間違いをしてしまう。 
   A：明日の会議の準備は問題ないですね。 
























                 
【一緒に使われやすい表現】 
(自分はそう思っていたがそうではないという表現なので、逆接表現と共に使われやす
い)   …（ハズ）なんだけど／（ハズダ）が／（ハズ）なのに（どうしてそうではな 
いのか） 
(自分の思っている判断の方がそもそもは正しいということから) 
… 本来 本当なら そもそも 




  【誰が】現状が自分の思っている通りではないとわかった話し手が 
  【誰に】その理由や事情がわかるかもしれない相手や共感してくれるだろう相手に 
  【どんなときに】現状が自分が思っている通りではないとわかったときに 





  A：あれ？私のノート知らない？ 
  B：え？知らないけど。 
  A：この机の上に置いておいたはずなんだけど。 










  ☆同じような状況の例 
    ・あるはずなのにないもの（入れておいた・買っておいた…）、逆に、ないはずな
のにあるもの（かたづけた・もう終わった…）で考えてみよう。 




  【誰が】自分の思っている通りに事が運んでいると考えていた話し手が 
  【誰に】自分の思っている通りに行動していない聞き手に 
  【どんなときに】現状が自分の思っている通りではないことを知ったときに 
  【どのように】自分は本来、どのように考えていたかを伝えて 
  【何のために】現状がその通りになっていないことを非難する 
 
 （締め切りを守らない相手を非難する：上司と部下） 
  A：すみません、例の書類、あと一日待っていただけませんか。 
  B：何だって。本当なら、昨日までにはできていたはずだろ。 
  A： それが、いろいろ問題がありまして…。 
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Q 
    ・本当に怒っているときに、約束を守っていない相手（借りた本を返してくれない、
待ち合わせの時間に来ていない等）を非難する場面を考えよう。 
   
【Dタイプにおける類義表現との関係】 




















               話し手はあくまでも自分の抱いている考えの正しさを疑
わない点でＤとは異なり，機能や伝達効果が違ってくる。 




  R 
Q≠   
    R’ 
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（自分の思っている判断の方がそもそもは正しいということから） 






  【誰が】現実の状況を知っている話し手が 
  【誰に】その状況を知っていながら認めていない（と思われる）聞き手に 
  【どんなときに】現実の状況を認めさせなければならないときに 
  【どのように】自分の頭の中の判断では現実はこうだと、現状とギャップがあるこ
とを示すことで 
  【何のために】相手に現実の状況を確認させる 
 
 （別れた恋人同士） 
  A(女)：会いに来ちゃった。 
  B(男)：帰ってくれないか。言ったはずだよな。もう会わないって。 








  ☆同じような状況の例 
    ・何度も同じ注意をしているのに、また同じ失敗をする後輩に。 
    ・もうすぐ試験だとわかっているのに、毎日遊んでいる子供に。 
 
E-2 ＜知るべきことを相手に気づかせる＞ 
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  【誰が】現実の状況や、状況が本来どうあるべきかを知っている話し手が 
  【誰に】そのことにまだ気がついていない聞き手に 
  【どんなときに】現実の状況を認めさせなければならないときに 
  【どのように】話し手の頭の中にあるその判断が当然のもの、正しいものであると
示すことで 
  【何のために】相手にそのことへ気づかせる  
 
 （議論の場で） 
  A：こちらとしては十分に苦情への対応はとっているつもりですが。 
  B： そうでしょうか。ただお詫びの言葉を述べることが、「苦情への対応」ではな
いはずです。もっと建設的な対応を考えないと、消費者の信頼は戻りません。 


































                  状況（R）とは一致するものの、なぜそうなの 
かに納得できなかった判断（Q）に納得できる 
Q？    P→Q   理由（P）を見つけ、「なるほどそれなら当然だ」 
？      ！      という気持ちを示す。 








   
【伝達効果例】 
F-1 ＜納得＞ 
  【誰が】現状のあり方がどうしてそうなのか納得していなかった話し手が 
  【誰に】同じ状況の中にいる聞き手に 
R＝Q 
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  【どんなときに】現状のあり方に納得できる理由を見つけ 
  【どのように】自分の頭の中でもその判断は当然のこととして成り立ったというこ
とを示し 
  【何のために】現状にようやく納得がいったことを伝える 
 
 （部屋の中で） 
  A：ねえ、なんか寒くない？ 
  B：うん、暖房はちゃんとついているんだけど…。 
  A： あ、ここ、窓が開いている。道理で寒いはずだよ。 







  ☆同じような状況の例 





  【誰が】現状がそうである理由を知っている話し手が 
  【誰に】その現状を不思議に思っている聞き手に 
  【どんなときに】その疑問を取り除く必要があるときに 
  【どのように】聞き手にその事情を説明して 
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じられないと思わない？ 
  B： そりゃ、安いはずだよ。にせものだもん。 
  A： ええっ、これ、やっぱりにせものなの？ 






















  Fの文脈では、A~Eとはハズダの部分の音調が異なる。 
   Aの文脈：北海道は日本の最北にあるから、今頃とても寒い
．．
はずだ。 
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５ ハズダのバリエーション 




   例) A：田中さん、来るかなあ。 
      B： うん、来るはず。／来るはずだよ。／# 来るはずだ。 
 












  A： どうしたの、元気がないね。 
  B：うん、週末に家族が遊びに来るはずだったんだけど、急に来られなくなっ
たの。 










  ※「こんなはずじゃない！」とその場で現在形で述べることも稀にあるが、 




  B：うん、それが体育の単位を落として留年することになって…。あ～あ、 
   ｛こんな／留年なんてする｝はずじゃなかったのに…。 


















  B：いや、それは違う。あいつに限ってそんなことをするはずがない。 
  A： でもこれだけ証拠がそろったら、状況は彼に不利だよ。 













  B：はい。でも、どうしてアメリカにいるはずの息子が、こんなところに…。 










  B：うん、でも、もう来るはずだから、もうちょっとだけ待ってみようよ。 
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【後件との関係】前件に自分の抱いていた判断を示し、後件はそれと食い違う現実

















  B：どうしたの。 









    現状に対する問題意識 → 問題解決のための提言 →ソウスレバ、＜望ましい
結果＞ハズダ  
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    ＜話し手が本来そうあるべきだと思う状況＞ハズダ → しかし、そうではない
現状 → 問題提起・提言 









   現状に対する問題意識 →＜結論を導く根拠＞ハズダ 
   (だから) 提言・主張 （気づくべきだ・気づこう） 
   (なのに) 苦言・批判 （なぜ気づかないのだ・気づくべきだ） 



































                                                        
3 ただし、順序や導入の場面例は、各機関や学習者に合わせて、もっとも適切な形がそれぞれ
模索されることが望ましい。 






























































































5 本稿第 5章ほか参照。 






























                                                        
6 本稿第１章 1-4-1参照。 





























                                                        
7 本稿の考え方については、第５章にて一度提示しているので、詳細はそちらを参考にされた
い。 


































































































                                                        
8 したがって、文法記述の術語というよりは、限りなく一般的な名詞として使用している。 
9 本稿第２章（2-3-1ハズダの表す文脈の複雑さ―初級学習者の起こしやすい誤用から）参照。 
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【図６】 ハズダの機能と文脈の全体図 （図５( p.153)の再掲） 











    B：自分の頭の中にある認識を妥当性のあるものとして主張する 
    C：妥当性は認識しているが、断定するほどの確信はない 
    D：自分の認識が現実と一致しないとわかって、不審の気持ちを述べる 
    E：話し手の抱く認識自体は現実と一致しているものの、状況の展開や聞き手の
行動等がそれに反していることへの不審を述べる 





































































































 (293)                          
 
 

















  (294)  ａ）？ パスポートを持ったほうがいいですよ。 
      ｂ）# 私のうちに泊まったほうがいいですよ。 











                                                        
1 筆者が担当したクラスの学生の作成例。 





 (295) ａ）パスポートは持ちましたか。 
     ｂ）私のうちに泊まるといいですよ。 






















































                                                        
2 鈴木(2006)では、教育文法という言葉ではなく、「教室文法」という言葉を用いている。 
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15 日本語誤用例文小辞典 66 市川保子 1997 凡人社
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20 文法の時間 289 村田美穂子 2005 至文堂
21

























































3 私立大学に入ったら、お金がかかるはずです。 外大 241 文型




















































































































































































































































































































































































































studied French in high school　　　　　さん
likes aerosmith　　　　　　　　　　　　さん
didn't sleep well last night　　　　　 さん
has a computer　　　　　　　　　　　　 さん




















70 田中さんはうちにいるはずです。 東海Ⅱ 67 練習A
71 田中さんはその話は知らないはずです。 東海Ⅱ 67 練習A
72 田中さんはタバコをやめたはずです。 東海Ⅱ 67 練習A
73 田中さんは都合が悪いはずです。 東海Ⅱ 67 練習A
74 田中さんはひまなはずです。 東海Ⅱ 67 練習A






















































































































































































103 荷物はあしたとどくはずです。 みんなⅡ 172 練習A
104 グプタさんはお酒をのまないはずです。 みんなⅡ 172 練習A
105 部長はドイツ語がじょうずなはずです。 みんなⅡ 172 練習A









































116 部長の息子さんは（医者の）はずです。 みんなⅡ 177 問題５






























































































































































































































































































































































































































































































































































































188 この店のコーヒーは、おいしいはずです。 EVERY 156 Function
189 そうじをしたから、へやは、きれいなはずです。 EVERY 156 Function














































201 　　　　　　　から、きょうは、こないはずです。 EVERY 158 Exercise
202 　　　　　　　から、場所を知っているはずです。 EVERY 158 Exercise
203 　　　　　　　から、銀行は、休みのはずです。 EVERY 158 Exercise
204 　　　　　　　から、だれか、いるはずです。 EVERY 158 Exercise
205 　　　　　　　から、５０さいのはずです。 EVERY 158 Exercise

























































































226 山田さんはきょうは来ません→ SFJ３D 172 SD４-７
227 もう準備は終わりました→ SFJ３D 172 SD４-７
228 彼は今日は忙しいです。→ SFJ３D 172 SD４-７
229 使い方は簡単です→ SFJ３D 172 SD４-７
230 佐藤さんはスペイン語が上手です→ SFJ３D 172 SD４-７
231 田中さんなら、それについて知っています→ SFJ３D 172 SD４-７
232 スイッチを入れると、モーターが動きます→ SFJ３D 172 SD４-７









































































248 3時間ぐらいで終わるはずです。 TJ解説 229
GRAMMAR
NOTES

























































































































































































































282 読（　　）はずです。 あなた 46 問題
283 読んでいな（　　）はずです。 あなた 46 問題
284 おいし（　　）はずです。 あなた 46 問題
285 おいしくな（　　）はずです。 あなた 46 問題
286 病気じゃなかっ（　　）はずです。 あなた 46 問題























































































































2 今日は日曜日だから、銀行は休みのはずです。 中級 173 文法説明
3 日本に住んでいたから日本語が上手なはずです。 中級 173 文法説明























































































































































26 北海道はまだ寒いはずだ。 J301 121 文法説明










































































































































































































































































































































































94 人の悪口は言う（はず・べき）ではない。 生きた 180 文法練習
















































































































































































































































































































































































































































167 昨日確かに見たから、ある（　　○はずだ　　） 気持ち 17 問８





























































































































































































































































217 彼は来ないはずだ。 セルフ 37 １６－７









































































(資料③表紙裏：空白）    
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■回答者 日本語学習者 273 名  日本語母語話者 147 名 
 
■回答者の国籍別リスト 
国籍 人数 国籍 人数 
日本 147 マレーシア 36 
中国 55 ベトナム 92 
韓国 89 その他 19 
  （内訳） 
  日本：早稲田大学文学部学生  39 名 
     早稲田大学教育学部学生 95 名 
     社会人         13 名 
   中国：蘇州淑徳日本語学校学生 43 名（２年制の日本語専門学校） 
     早稲田大学別科留学生  10 名 
     韓国高麗大学留学生   2 名（ソウル留学中の中国人学生） 
 韓国：高麗大学学生      69 名 
     早稲田大学別科留学生   20 名 
 マレーシア：クアラルンプールマレーシア日本語協会会員 16 名 
        ペナン馬日協会会員  ３名 
        ペラ馬日友好協会会員 17 名 
 ベトナム：フフリット大学学生 34 名 
      ホーチミン市社会科学人文大学付属南学日本語クラス学生 13 名 
      ホーチミン貿易大学学生 9名 
ベトナム日本人材協力センター(ホーチミン)日本語クラス 8名 
      ドンズー日本語学校学生 8名 
      所属無記入1（ただし、上記の機関のいずれか）19名 
 その他：早稲田大学別科留学生 16 名 （国籍：アメリカ 2、ドイツ 5、台
湾 2、ロシア１、チェコ１、フランス１、スペイン１、ブラジル１、
香港１、カナダ国籍台湾人１） 




                                                   
1 成績への影響を気にする大学生に配慮して、機関名の記入の有無は自由にしたため。 
 - 304 - 
■調査時期・調査対象者・調査場所・調査方法 
 
① 2005年 3月 マレーシア人学習者 36名 
（クアラルンプール・ペナン・イポー） 




② 2005年 6月  日本語母語話者（社会人）13名（東京） 
   メールによる回答の配布と回収。必要に応じて、やはりメールにより
フォローアップのための質問のやりとりを行った。 
③ 2005年 10月 韓国人学習者 69名 中国人学習者 2名 （ソウル） 
   ソウルの教育関係者にアンケート用紙を託し、配布・回収を依頼、郵
送にて用紙を届けてもらった。 
④ 2005年 11月 中国人学習者 43名（蘇州） 
   蘇州にてアンケート用紙を配布、その場で回答してもらい、回収。翌
日に必要に応じて、フォローアップインタビューを行った。 
⑤ 2005年 11月 日本語母語話者（大学生）39名（東京） 
   アンケート用紙を配布後、各自持ち帰り、自宅等で記入の上、翌週に
回収。 
⑥ 2005年 12月 日本在住留学生 47名（東京） 
   アンケート用紙を配布後、各自持ち帰り、自宅等で記入の上、翌週に
回収。後日、必要に応じて、フォローアップインタビューを個別に行
った。 
⑦ 2005年 12月 日本語母語話者（大学生・大学院生）95名（東京） 
   アンケート用紙を配布後、各自持ち帰り、自宅等で記入の上、翌週に
回収。 
⑧ 2006年 3月 ベトナム人学習者 91名（ホーチミン） 
   あらかじめ各機関にアンケート用紙の配布を依頼し、学生に記入して
おいてもらった上で、各機関を訪問し、回収と同時に必要に応じて、
フォローアップインタビューを行った。 
⑨ 2006年 3月 アメリカ人学習者 3名（郵送回答） 
   アメリカの教育関係者にアンケート用紙を託し、配布・回収を依頼、
郵送にて用紙を届けてもらった。 
 



































1 はい、合格したはずだ。 だ 見込み C-10








4 彼はその秘密を知っているはずだ。 だ 見込み C-14



















































18 彼はきっと行けないはげだ。 だ 見込み C-22


















23 こないはずだ だ 見込み C-36





26 雀さんは浮気な人ばすだ。 だ 見込み のようです C-38
27 きっと彼女とけんかしたはずだ。 だ 見込み んじゃない C-38
















































39 林さんはばかな人じゃないはずだ。 だ 食い違い C-14
40 いいえ、昨日来たはずだ。 だ 食い違い C-16
41 もっといい人選はいるはずだ。 だ 食い違い C-21





















































































59 及第するはずだよ。 だよ 見込み CW-6



















65 教室にいるはずです。 です 見込み と思う C-11



























74 Ｂさんから合格するはずです。 です 見込み C-19
75 Ａさんならも合格するはずです。 です 見込み C-19



























です 見込み でしょ C-27




83 雨がないはずです です 見込み C-28
84 1時間後戻るはずです。 です 見込み C-29
85 うん都合がいいはずです です 見込み と思います C-3
86 あるはずです です 見込み と思います C-3




88 あめが降るはずです。 です 見込み ようです C-3
89 英語が上手なはずです。 です 見込み C-31

















95 今日は誰の誕生日なはずです。 です 見込み ようです C-43















です その他 φ C-1




101 きれいな環境がいいはずです。 です その他 φ C-8



















106 きっと合格できたはずですね。 ですね 見込み C-11






















112 来るはずですよ。 ですよ 見込み C-20









ですよ 見込み でしょうね C-34























ですよ その他 べきですよ C-32








































































139 あなた、聞いたはず。 φ 見込み でしょ K-16



























146 その人はたしかうそをついたはずだ だ 見込み K-10
147 きっと今日中に来るはずだ だ 見込み K-12
148 分けて追えはつかまえられるはずだ だ 見込み K-12




















だ 見込み 当然ですね K-31
155 きっと、間に合うはずた。 だ 見込み K-37















だ 見込み んじゃない K-45
160 朝寝したはずだ だ 見込み K-45




162 月夜だから外は相当に明るいはずだ。 だ 見込み K-52





165 彼はもうすぐ来るはずだ だ 見込み と思うよ K-54









169 たちまちもっと上手になるはずだ。 だ 見込み K-57












だ 見込み からだ K-6








だ 見込み きっと～φ KW-11





176 それでよいはずだ だ 見込み だろう KW-16
177 まえもって注意をしたはずだ大丈夫。 だ 見込み KW-16
178 私はそこに行くはずだ。 だ 見込み つもりだ KW-18
179 一人に行くはずだ だ 見込み つもりだ KW-18








だ その他 φ K-27
183 それならぜひ受業をとるはずだ。 だ その他 べきだ K-41


















































































































































206 １０年ならきっと上手なはずだな。 だな 見込み K-48







































































226 そのうちこくってくるはずだよ。 だよ 見込み K-7
227 彼は知っているはずだよ。 だよ 見込み KW-1

















232 そんなにあふないことはないはずだよ だよ 見込み KW-16
233 ちょっと待って彼はすぐ来るはずだよ だよ 見込み KW-18




















































































です 見込み と思います K-22













258 あ、田中さんがのんできったはずです です 見込み たぶん K-47





261 彼ならぜったい合格するはずです。 です 見込み K-69









265 私が先日言っておいたはずですが… ですが 食い違い K-55















270 この試験で合格するはずですね。 ですね 見込み でしょうね K-18




ですよ 見込み φ K-43





























































288 ここにあったはずなのに… なのに 食い違い K-36
289 あれ？がばんに入ったはずなのに… なのに 食い違い K-37






























298 変だね…そこにあるはずなのに。 なのに 食い違い K-56
299 机の上においたはずなのに。 なのに 食い違い K-59






















307 全然やせるはずなのに変だなあ～ なのに 食い違い KW-10































315 友子は今国にいるはずなのに。 なのに 食い違い KW-7






























































329 彼は遅いはずよ よ 見込み きっと～φ K-1
330 何かまちがいがあるはずよ。 よ 見込み K-10




よ 見込み φ K-16
333 午後には発表が出るはずよ。 よ 見込み K-16
334 きっとなんとかなるはずよ。 よ 見込み K-19









338 彼、面接の用意でいそがしいはずよ。 よ 見込み K-48

























344 もうすぐ来るはずよ。 よ 食い違い K-16



















































だ 見込み と思う M-35'



















































































































381 田中さんに取られたはずです。 です 見込み ようです M-11













385 うん、来るはずです。 です 見込み M-16
386 来ないはずです。 です 見込み M-16
















391 いかないはずです。 です 見込み M-20






















































405 はい、はずです。 です 見込み M-35
406 あの人は私を知っているはずです。 です 見込み M-36'







です 見込み でしょうね M-6
409 鈴木さんは来るはずです。 です 食い違い M-14












413 リンさんはここに着いたはずですが。 ですが 見込み M-9
414 もう来るはずですが…。 ですが 食い違い M-21













419 ええ、もうかいたはずですね ですね 見込み M-26
420 ええ、書けるはずですね。 ですね 見込み と思う M-26






















425 もっと早く起きるはずですね。 ですね その他 べきですね M-9
























































438 うそ！来るはずなのに…… なのに 食い違い M-24
439 新品ですから、使いやすいはずなのに なのに 食い違い M-28
440 もう出るはずなのに…… なのに 食い違い M-31









































449 ええ、Cさんは日本に留学したはずだ。 だ 見込み たしか～ V-15
450 おくれるはずだ。 だ 見込み しまうよ V-18




































































467 あのかたは女なはずだ。 だ 見込み でしょ V-32













































































だ 見込み つもりです V-88





























































だよ 見込み たぶん～φ V-11










500 うん、こんばんに雨がふるはずだよ。 だよ 見込み でしょう V-80








































































です 見込み ようです V-2














































523 ごかくはずです。 です 見込み V-27









525 はい、行くはずです。 です 見込み つもりです V-3













529 恋人がいるはずです。 です 見込み んじゃない V-31







































です 見込み φ V-49








542 ええ、ひょうきのはずです。 です 見込み たぶん～φ V-51




544 しりょうをコッピに行くはずです。 です 見込み V-57
545 はい、Ｃさんはいくはずです。 です 見込み V-57
546 いいえ、Ｈａｎさんわかるはずです。 です 見込み V-58



































































562 どろぼうは彼女のはずです。 です 見込み V-72















です 見込み ようです V-75













570 ええ、でも約束したから来るはずす。 です 見込み V-86
571 出来るはずです。 です 見込み V-86












































































586 そんなは心配するはずですね。 ですね 見込み でしょうね V-75

































ですね 見込み φ V-91









596 かぜになるはずですよ。 ですよ 見込み でしょう V-76














































608 そのはずだ。 だ 見込み A-1
(アメリカ)











































617 うん、そのはずだ。 だ 見込み W-15
(香港)
618 うん……かわいいけど、高いはずだ。 だ 見込み きっと～φ W-15
(香港)





だ 見込み だろうね W-2
(ドイツ)


































































632 来るって言ったから、来るばすだよ！ だよ 見込み W-7
(台湾)










635 試合はすぐ始まるはずです。 です 見込み W-11
(チェコ)
636 すぐ帰えるはずです。 です 見込み きっと～φ W-11
(チェコ)
637 ええ、そのはずです。 です 見込み W-6
(台湾)
638 てめはおれが話すはずですか。 ですか 見込み A-3
(アメリカ)
639 総会なら、社長も来るはずですね。 ですね 見込み でしょうね W-4
(ドイツ)

















































1 これだけこなせば、きっと成果はあるはず。 φ 見込み JB-21
2 たしかおいしい葉っぱがあったはず… φ 見込み JB-26
3 たしか今日は４時におわるはず。 φ 見込み JB-29
4 今日は降らないはず!! φ 見込み JB-3
5 あ、私目薬持ってたはず。 φ 見込み JK-12
6 確か２本持っていたはず… φ 見込み JK-3
7 うん、確かそのはず。 φ 見込み JK-3
8 １０時過ぎならいるはず。 φ 見込み JK-32
9 モネだったはず。 φ 見込み JK-34
10 昨日の大福がまだ残ってたはず… φ 見込み JK-54









14 晴れるはず。 φ 見込み JK-75
15 うん、休みのはず。 φ 見込み JK-84
16 今日は14日だはず。 φ 見込み JS-11





19 いやポケットに入れたはず。 φ 食い違い JK-44


















26 彼も雨が降って今ごろ安心しているはずさ。 さ 見込み JK-83
27 あんた昨日まで寝こんでいたはずじゃあ…。 じゃあ 食い違い JK-5












31 いや、それは来週のはずじゃね？ じゃね 食い違い JK-47
32 今ごろ雪でそこら中まっ白なはずだ。 だ 見込み JB-19
33 でも、部活は休みじゃないはずだ！ だ 見込み JB-33
34 みんな待っているはずだ。 だ 見込み JB-33
35 この鍵で合っているはずだ。 だ 見込み JB-39
36 あのミカンはうまいはずだ。 だ 見込み JK-1











39 今日は休講のはずだ。 だ 見込み JK-33

































49 ホシは○○方向に向かったはずだ。 だ 見込み JK-7
50 何か手を打っているはずだ。 だ 見込み JK-7
51 今日はどんな問題が出てもとけるはずだ。 だ 見込み JK-7
52 これで大丈夫なはずだ。 だ 見込み JK-70
53 次で勝てるはずだ。 だ 見込み JK-70





56 ああ、この辺りに埋めてあるはずだ。 だ 見込み JK-84






























65 家に居たと言ったはずだ。 だ 食い違い JB-20
66 うん、これでいいはずだ。 だ 食い違い JB-36








































77 太るはずだ。 だ さとり JB-19
78 どうりで１２月は忙しそうなはずだ。 だ さとり JK-12
79 それは、お腹がすくはずだ。 だ さとり JK-17
80 ……難しいはずだ だ さとり JK-2
81 そりゃあ、歌が上手いはずだ。 だ さとり JK-52





























90 確かその日は暇だと言っていたはずだから。 だから 見込み JK-15









94 彼にはそっくりの弟がいたはずだから。 だから 見込み JK-38





















































































117 確か、この辺りのはずだけど… だけど 見込み JB-39
118 いや、ないはずだけど。 だけど 見込み JB-5













123 くるはずだけど。 だけど 見込み JK-42





126 ペン立ての中にあるはずだけど… だけど 見込み JK-80
127 今の時期ならカツオが釣れるはずだけど。 だけど 見込み JK-80
128 えーっと、うん。多分そのはず…だけど。 だけど 見込み JK-88
129 そこの棚の上から二段目にあるはずだけど だけど 見込み JS-4
130 いつものとこに置いてあるはずだけど… だけど 見込み JS-9
131 確かあのＤＶＤは君に貸したはずだけど。 だけど 食い違い JB-18











134 さやかに彼氏はいなかったはずだけど… だけど 食い違い JK-30
135 だったら連絡くるはずだけど だけど 食い違い JK-42
136 そこに置いといたはずだけど……。 だけど 食い違い JK-63
137 おかしいなぁ、ここに置いたはずだけど… だけど 食い違い JK-64













142 そうだね、ちゃんと連絡まわったはずだし。 だし 見込み JB-9
143 解き方は昨日教えたはずだぞ。 だぞ 食い違い JB-1

























149 じゃあ前言ってた服を買ったはずだな。 だな 見込み JK-58
























159 あ、じゃあＣさんは２０代後半なはずだよ！ だよ 見込み JB-24
160 それじゃこの部屋のどこかにあるはずだよ。 だよ 見込み JB-24
161 うん。そのはずだよ。 だよ 見込み JB-28
162 これで１０kgはやせるはずだよ。 だよ 見込み JB-29









166 Cがするはずだよ。 だよ 見込み JB-34




















172 それならお父さんが食べたはずだよ。 だよ 見込み JK-18
173 １３時からのはずだよ。 だよ 見込み JK-19
174 いいえ、もう出たはずだよ。 だよ 見込み JK-20





177 単位はくるはずだよ。 だよ 見込み JK-22
178 １月下旬のはずだよ。 だよ 見込み JK-27
179 いや、まあでもきっと単位は来るはずだよ。 だよ 見込み JK-29
180 いいや、まだ付き合ってるはずだよ。 だよ 見込み JK-3
181 確か、雨のはずだよ。 だよ 見込み JK-35
182 彼は君のところに帰って来るはずだよ。 だよ 見込み JK-37
183 うん、たぶんなにもないはずだよ？ だよ 見込み JK-4
184 カレーなはずだよ。 だよ 見込み JK-42





187 うーん、でも明日は天気良いはずだよ。 だよ 見込み JK-46













192 じゃあ、そこにあるはずだよ。 だよ 見込み JK-52
193 場所は知っているはずだよ。 だよ 見込み JK-53









197 はい、これで大丈夫なはずだよ。 だよ 見込み JK-6
198 Ｃさんならたしか留学したはずだよ。 だよ 見込み JK-60
199 Ｃさんなら解けるはずだよ。 だよ 見込み JK-60
200 いや、明日のはずだよ。 だよ 見込み JK-61








































211 姉歯さんは善人のはずだよ。 だよ 見込み JK-75
212 今日、店長午前中から来るはずだよ。 だよ 見込み JK-78
213 元気なはずだよ。 だよ 見込み JK-8
214 明日は休講のはずだよ。 だよ 見込み JK-82





217 今日B子はパーティーに来るはずだよ。 だよ 見込み JK-85
218 A子と来るはずだよ。 だよ 見込み JK-85
219 Cさんにもちゃんと伝えてあるはずだよ。 だよ 見込み JK-87
220 何度も確認したから大丈夫なはずだよ。 だよ 見込み JK-87





223 今から買いに行けばまだ間に合うはずだよ。 だよ 見込み JK-9
224 もとにもどしていたはずだよ。 だよ 見込み JK-90
225 あの先生がそういったなら、出ないはずだよ だよ 見込み JK-90
226 ○×病院なら休日もやっているはずだよ。 だよ 見込み JK-92





229 ５時に待ち合わせる約束をしたはずだよ。 だよ 食い違い JB-28
230 そこにあったはずだよ。 だよ 食い違い JB-31





233 え、確か夕方から晴れるはずだよ。 だよ 食い違い JK-14









237 いや、休講情報はなかったはずだよ。 だよ 食い違い JK-30
238 彼は２年前から外国へ行ってるはずだよ。 だよ 食い違い JK-38
239 豆腐買ってこいって言ったはずだろ。 だよ 食い違い JK-50
240 テストは来週だったはずだよ。 だよ 食い違い JK-76
241 ここにおいたならここにあるはずだよ。 だよ 食い違い JK-81
















246 でも、この辺に本屋はないはずだよ。 だよ 食い違い JK-9
247 昨日充電したから動くはずだよ。 だよ 食い違い JK-92





250 Ｃさんは、ロンドンへ出張のはずだよ。 だよ 食い違い JS-3
251 それじゃあＣが遅れるはずだよ。 だよ さとり JB-9
252 確かこのあたりに埋めたはずだよな？ だよな 食い違い JB-11






















260 今日持ってくるはずだろ？ だろ 食い違い JB-17
261 お前、具合悪くて家で寝てたはずだろ!? だろ 食い違い JK-57





264 え、わたしちゃんと電気消したはずだわ。 だわ 食い違い JK-94







267 今日語学の試験に行くはずでしょ？ でしょ 食い違い JB-37
268 昨日あなたが当番のはずでしょ？ でしょ 食い違い JK-36















275 明日は金曜日なので、８時までのはずです。 です 見込み JK-41
276 確か、２４日からのはずです。 です 見込み JK-66
























282 よく考えれば、思い出すはずです。 です 見込み JS-13
283 ちゃんと大学へ行ったはずです。 です 食い違い JB-4
284 でも、あなたは気づいているはずです。 です 食い違い JK-24
285 あなたは気づいているはずです。 です 食い違い JK-24
286 あなたは知っているはずです。 です 食い違い JK-24
287 ジョージはもう渡米しているはずです。 です 食い違い JK-24
288 そんなことを学ぶ必要はないはずです。 です 食い違い JK-55














294 きちんと調べてくれれば分かるはずです。 です 食い違い JS-13
295 予約していたはずなんですが… ですが 食い違い JK-31
296 カレーを頼んだはずですが…。 ですが 食い違い JK-53













301 机の上にあったはずですよ。 ですよ 見込み JB-10
302 え、図面通りに配置したはずですよ。 ですよ 食い違い JB-35
303 天気予報はたしか晴れのはずですよ。 ですよ 食い違い JB-8





306 家はもう出たはずですよね。 ですよね 見込み JK-40




























































320 おかしいな、今日届くはずなのに。 なのに 食い違い JB-11





323 昨日鞄に入れたはずなのに。 なのに 食い違い JB-15
324 完璧な計画だったはずなのに…。 なのに 食い違い JB-20
325 コートのポケットに入れたはずなのに！！ なのに 食い違い JK-13































































345 あったはずなのに今は音符も読めません。 なのに 食い違い JK-79

























































































































































































































































































































411 確か８月の半ばだったはずよ。 よ 見込み JB-25
412 あなたも分かっているはずよ！ よ 見込み JB-33
413 Ａさんなら今頃家に帰ってるはずよ。 よ 見込み JB-5
414 今日は雨が降るはずよ。 よ 見込み JK-14
415 今朝確認したらなかったはずよ よ 見込み JK-2





418 今日は雲が多いから、雨が降るはずよ。 よ 見込み JK-75










423 どこかにトリックがあるはずよ。 よ 食い違い JB-13





426 頼んだの、ジョージに頼んだはずよ。 よ 食い違い JK-24
427 偶数の日はあなたのはずよ？ よ 食い違い JK-36
428 ちゃんと渡したはずよ。 よ 食い違い JK-37



























































































16 今の女性はもう独立して生活しているはずだ。 その他 C-10
17 私たちも自然を大切にするはずです。 その他 C-27
















































































































50 その現象には社会的な理由があるはずです。 その他 ○ K-18








52 それは自分の能力をみせたいはずです。 その他 K-22



























60 その偏見をすてるはずだ その他 K-45



































































































































































































111 今は女性はそのことをしないはずです。 その他 ○ V-74







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































69 戦犯と言われる人たちにも家族はいたはずだ。 γ 060905











































































91 釣れないはずだ。 その他 060811






93 それぞれの仕事や役割に応じた服装があるはずです。 その他 060817
94 赤ちゃんは暑くてたまらないはずだ。 その他 060819
95 相手が喜び、職場も和むはずである。 その他 060826
96 あの時、誓ったはずだ。 その他 060827















































































































































































































































































































































































































































































































































































書籍名［出版社／出版年］ タイトル 作者 略称
シナリオ
テレビドラマ代表作選集 【テレビドラマ】
２００５年度版 七子と七生 相良敦子 05 七子
［日本脚本家連盟／2005］ ４TEEN 斉藤ひろし 05 4TEEN





不機嫌なジーン 大森美香 05 不機嫌
【ラジオドラマ】
奇跡の星 小松與志子 05 奇跡
テレビドラマ代表作選集 【テレビドラマ】
２００４年版 さとうきび畑の唄 遊川和彦 04 さとう
［日本脚本家連盟／2004］ センセイの鞄 筒井ともみ 04 ｾﾝｾｲ
あかね空 清水有生 04 あかね
楽園のつくりかた 中園健司 04 楽園
すいか 木皿泉 04 すいか
【ラジオドラマ】
カーン 小松與志子 04 ｶｰﾝ
怪し野 大久保昌一良 04 怪し野
テレビドラマ代表作選集 【テレビドラマ】












神様 原田裕史 03 神様
ポンソンファ 長川千佳子 03 ﾎﾟﾝｿﾝﾌｧ
テレビドラマ代表作選集 【テレビドラマ】
２００２年版 天国までの百マイル 松原敏春 02 百ﾏｲﾙ
［日本脚本家連盟／2002］ ちゅらさん 岡田惠和 02 ちゅら
【ラジオドラマ】
潮騒の彼方から 三村千鶴 02 潮騒
テレビドラマ代表作選集 【テレビドラマ】
２００１年版 袖　振り合うも 山内久 01 袖振り




泥棒家族 大森寿美男 01 泥棒
テレビドラマ代表作選集 【テレビドラマ】
２０００年版 ディア・フレンド 山元清多 00 ﾌﾚﾝﾄﾞ





茶湯寺で見た夢 ミラーカク子 00 茶湯寺
- 375 -
書籍名［出版社／出版年］ タイトル 作者 略称
テレビドラマ代表作選集 【テレビドラマ】
１９９９年版 幽婚 市川森一 99 幽婚
［日本脚本家連盟／1999］ 鳥鯉 池端俊策 99 鳥鯉
結婚前夜 野沢尚 99 結婚
【ラジオドラマ】
ハートオブゴールド 小川竜生 99 ﾊｰﾄ
鳥が教えてくれた空 山本雄史 99 鳥が
テレビドラマ代表作選集 【テレビドラマ】







終わりのない童話 金子成人 98 童話
【ラジオドラマ】





１９９７年版 小石川の家 筒井ともみ 97 小石川
［日本脚本家連盟／1997］ 我等の放課後 池端俊策 97 放課後
【ラジオドラマ】








百年の男 池端俊策 96 百年
響子 筒井ともみ 96 響子
【ラジオドラマ】
遙かなるズリ山 横光晃 96 ｽﾞﾘ山
フォアグラと公僕 林京子 96 ﾌｫｱｸﾞﾗ
光柱{こうちゅう} 岩間芳樹 96 光柱
テレビドラマ代表作選集 【テレビドラマ】







２９歳のクリスマス 鎌田敏夫 95 29歳
【ラジオドラマ】




チルソクの夏 佐々部清 03 ﾁﾙｿｸ
- 376 -













ポストマン・ブルース サブ 97 ﾎﾟｽﾄﾏﾝ
恋　極道 成島出 97 恋極道














午後の遺言状 新藤兼人 95 午後の






あした 桂千 95 あした
カナカナ 大嶋拓 95 ｶﾅｶﾅ
鬼平犯科帳 野上龍雄 95 鬼平














ゲンセンカン主人 石井輝男 93 ｹﾞﾝｾﾝｶﾝ
病院で死ぬということ 市川準 93 病院

















































日本推理作家協会編 相撲好きの女 佐野洋 推・相撲


























































































































































































































































































































34 今日やってるはず。 Ⅰ B はず 女性 9772








































































































































































































































































































































Ⅰ B はずだよ 松子 261






























































































































































































































117 たしかこのあたりで、踏みつけたはず。 Ⅰ C はず 松子 364

































































127 このへん、どっか、おいといたはず。 Ⅱ D はず 女性 5596








Ⅱ D はずが 松子 18


















133 あんたは以前、海外勤務になったはずだ。 Ⅱ D はずだ 森 368





























































































































































































































































































































































































Ⅱ E はずだ 95 母 13








































191 もう俺に関わるなと、書いたはずだ Ⅱ E はずだ 松子 330





























































































































































































































Ⅱ E はずです 森 279












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































98 この俺様がシャンプーにドッグフードの生活が出来る筈ないだろ 04 ｶｰﾝ
99 な、なにもありません。ある筈ないでしょう 04 ｾﾝｾｲ





102 一頭であるはずないと思ってたけど…… 95 ｶﾞﾒﾗ
103 力ずくで連れて行こうとしたわけでもないのに、怒る筈ないわ 95 天上







107 昭一郎もね、晴海ちゃんに気のないはずないと思うのよ 98 魚心











































































144 そんな筈はないよ。 03 SABU
















151 もちろん、知る筈はない。 95 天上
















































































































































































































































































































































































































































































































































1 あく筈の所へあかずの扉作られちゃったり 01 袖振




























































16 （ト書き）　あるはずの非常階段が消えている。 95 学校
























23 勤めに行ってる筈のかなえ姉さん、今日は早引けだそうです 98 童話

































































































































































































1 ……好きだった筈だから居るんだけど 01 楽園
2 あとで廻ってみる。たぶん日方がやってるはずだから 96 大地





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































51 そこのメモにちゃんと夕食の作り方が書いてあった筈よ 98 黄落
52 最初にお会いしたときに言ったはずよ。 95 29歳
53 三千万円はあるはずよ。 松子












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「ニート（ＮＥＥＴ)」（Not in Employment, Education or
Training）と呼ばれる、働かず、学校にも行かず、職業訓練もしな
い若者が増加している、と聞く。彼らは、必ずしもやる気がない、
いわゆる怠けものというのではなく、「好きなこと、やりたいこと
が、必ずどこかにあるはずだ」という思いが捨てきれず、延々と理
想を追ってさまよっているようでもある、という。しかし、食うや
食わずの生活、日々生きていくのに一生懸命の世の中では考えられ
ないはずの存在である。豊かな社会を追求した結果、生み出された
産物か・・・皮肉なものだと思う。
136 JS-2
最近、男女雇用均等法ができるなど、男女の仕事の平等化が話題に
なっているが、やはり出産・育児の負担は、女性が圧倒的に大き
く、それを法律でなんとかできるものでは、ないはずである。「男
女の平等はありえない、平等じゃないから、助け合うことが大切
だ」という考え方をもつほうがよいのではないか。
137 JS-3
若者といえば創造性とバイタリティに溢れているはずだと思いたい
が、最近の若者を見ていると必ずしもそうではないように思える。
一緒に仕事をしていても、この年代の若者なら我々には無い発想で
打開策を見いだしてくれるはずだと期待して、あっさり裏切られる
ことも多い。おそらく、幼少時代から必要十分なもの、もしくは、
それ以上のものを与えられていて、自分で考えて選択するという機
会が無いままに育ってきたのだろう。これでは、何をするにも“マ
ニュアル”が存在しているはずだと無意識に考える若者がいてもお
かしくない。若者や小さい子供には、失敗するチャンスを与えよ
う。我々大人は彼らの失敗に苛立ってはいけない。失敗から生まれ
るはずの”成功のもと”を発見する喜びを味わうチャンスを、彼ら
とともに享受したいものだ。
- 622 -
No.
回答者
番号
回答文
138 JS-4
先月のＪＲ西日本の脱線事故は、他の私鉄各社の同路線への競争参
入がなければ、起きなかったはずである。他の私鉄の参入が、一分
一秒を争うダイヤ編成につながり、それが運転手への過重なプレッ
シャーとなったはずだからである。もし、世の中の時の流れが、新
橋・横浜とじょう汽機関車が走っていた頃のままなら、あの事故は
絶対に起きなかったはずである。
139 JS-5
ＩＴ技術の発達で急速なグローバル化が進んでいる。ボーダレス
に、瞬時に情報とお金が流れる。スピード化、効率化で、経済の豊
かさを、今、手にしている。反面、従来の社会のあり方のミスマッ
チも生まれている。それは、人の営みに自然に流れる時間との、ス
ピードの差である。もうひとつは、マクドナルドに象徴されるよう
に、経済の発展をもたらすグローバル化が、世界の文化の画一化を
促すことである。文化的に豊かであるということは、多種多様な、
成熟した文化が存在することであり、それぞれがそれぞれを認め合
うことであるはずだ。だが、グローバル化は、効率化によって経済
の豊かさをもたらす反面、文化的な豊かさを失わせている。それ
も、加速度的に。両方の相反する豊かさを、ＩＴ革命後の社会でい
かに実現していくか、そのやり方を見つけ出すことが、これからの
人類の課題ではないか。
140 JS-6
少子化の原因は、女性の社会進出、晩婚化、養育費負担への不安な
どが考えられる。対策としては、女性が仕事を続けながらでも、育
児がし易い環境を整えることが有効であろう。更に、意識レベルに
おいて、既成の男女の役割に捉われず、夫婦間での家事・育児労働
の分担、シングルマザーへの支援など、子育てをしている以外の
人々の理解と協力も必要だ。子育てをしている人達を、国・社会・
地域で応援できるようになれば、「子供を産み、育てたい」と思う
女性達が増えるようになるはずだ。
141 JS-7
男女雇用機会均等法が制定され女性の社会進出が進むなか、職場で
の男女の扱いの格差がまだまだ残されている。現実に不公平な扱い
を受けているケースもある反面、男性に比べ仕事に対して甘えた面
を持っている女性が数多くいることは事実だ。今後もっと意識の高
い女性が増えてゆけば、格差は少しずつ減少していくはずだ。
142 JS-8
女性の晩婚化が少子化問題の大きな原因だ、といわれていますが、
私は晩婚でもいいのではないかと思います。晩婚でも現在は医学の
発達で、子供を持つことは可能なはずですし、結婚生活も育児も、
精神的にある程度成熟してからのほうがうまくいく場合もあると思
うからです。政府が手を貸すべきは、育児にお金がかかる構造を
もっと改善することでしょう。極端な話、２人め以降は高校までの
教育費を無料にする、不妊治療はすべて保険扱いにするなど、もっ
と思いきった改革をしても、国民から批判は出ないはずです。
143 JS-9
どこの国でも、子供たちは、他を思いやる清らかな心を持っていま
す。国籍がちがっても、明るく、楽しく、笑顔で皆を受け入れ、仲
良く、遊びます。幼い頃から、国際交流の経験を持つ事は、きっと
世界平和につながるはずだと思います。
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144 JS-10
今年の日本のデータによると、女性の出産率が去年よりも下がった
と出ています。なぜでしょうか？それには女性の社会進出、晩婚化
が増えてきたからと言われています。本当にそれだけが原因なので
しょうか？私は現在妊娠中です。子供を産むにあたって、将来の不
安はとてもあります。特に経済的な面での心配する親は多いのでは
ないでしょうか。日本で出産する場合、３５～４０万円かかると言
われています。申請すれば３０万円くらい戻ってくるとはいえ、特
に若い夫婦など最初に払わなくてはいけない３、４０万のお金がな
い人もいるでしょう。そのお金が払えず、きちんとした診察を受け
ないで、危険承知の出産を選ばざる得ない夫婦も年々多くなるはず
です。どうしたらこの少子化をストップすることができるのか？そ
れは、社会がもっと女性に対して子供を産みやすい、そして育てや
すい環境を作ることだと思います。他の先進国にくらべ、女性の地
位がまだまだ低い日本。子育てに参加したくてもできない環境にあ
る男性の立場。それらの問題点を解決しないかぎりは、わかい女性
はますます子供を産むことに抵抗を感じることになるでしょう。安
心できる環境さえ整えられれば、女性も出産に対する抵抗が少なく
なるはずです。
145 JS-11
女性の社会進出が著しく伸びているが、社会としてのサポート体制
はそれに追いついていない。子供を産み育て、仕事をしていくとい
うことをまだまだ女性のみに任せている、またそうすべきだという
意見は男性のみならず女性にも多い。しかし、育児よりも企業で働
く方が能力を発揮できる女性もいれば、家事が総じて得意な男性も
いるだろう。性別に関わらず、得意分野をそれぞれ発揮できるよう
なパートナーシップが構築できれば、それぞれにとってもっと生き
やすい社会になるはずだ。
146 JS-12
私が社会人になった十数年前に比べて、男女機会均等法の影響もあ
り、働く女性の比率は徐々に増えてきているようです。確かに私の
会社においても、女性総合職という処遇が数年前にできましたし、
産休制度、育休制度も整ってきて、長く働く女性は増えている印象
です。
　ですが、ある調査によると、独身女性の就業率と、子供がいない
既婚女性の就業率は増えているが、子供のいる既婚女性の就業率は
増えていない、という結果が出ています。つまり、働く女性は増え
ているが、育児をしながら働く女性の数は決して増えていないとい
うことです。結婚と仕事の両立はできても、育児と仕事の両立は難
しいということでしょう。
　建前上は企業内の制度が整ってきているけれども、現実には仕事
に戻った時に、以前と同じようなポストには戻れない、家庭での夫
の協力が得にくい、託児所の数が少なくてなかなか預けられない、
等の障害があるようです。だから、仕事をとるなら子供をつくれな
い→少子化という構図はあるのだと思います。社会全体の意識の改
革、かつインフラが整わない限り、少子化は免れられないはずで
す。
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147 JS-13
近年、我が国の大学の建築学科における女子学生の占める割合は急
速に増加している。この傾向が続けば、我が国においても欧州の建
築学科並みに、約半数が女子学生となる日も、そう遠くはないはず
だ。その一方で、建設業界全体を見渡してみると、女性の進出が十
分に進んでいるとは決していえない状況が続いている。このままで
あれば、女子学生の就職難は、ますます厳しいものとなるはずであ
る。
148 JT-1
マレーシアのマハティール前首相の施策がこのまま遂行されていけ
ば、マレーシアは２０２０年には先進国の仲間入りをするはずであ
る。しかし、また同時に森林がどんどん伐採され、自然が失われつ
つある。さらに、車の増加、海の汚染などの状況を見ると、環境問
題がこの国の大きな社会問題になるのではないかと危惧される。
149 JT-2
以前、塾に行きたがらない子供を叱っているうちに母親がその子供
を殺してしまうという事件を新聞で読んだ。この母親には、子供の
そういった問題について話しあえる相手がいたのだろうかとふと
思った。もし、夫や友人がそばにいて、彼女の話を聞き、また、彼
女も、塾なんて行かなくても、子供は立派に成長するから心配しな
くてもいいといった異なった価値観に出会うことがあったら、こん
な事件は起こらなかったはずである。
150 JT-3
以前であれば良い会社に入いれば、良い人生が送られるはずだと言
うのは必ずしも間違いではなかった。なぜならば、日本では終身雇
用が一般的で、安定した生活基盤ないし収入を得るのが何よりも大
切だったからである。しかしながら、終身雇用のシステムがもはや
崩れ去り、かつ、経済よりも心が幸せな生活を送るためのキーワー
ドになった。したがって、必要以上に我慢をしていても、何とか会
社にしがみつこうとするのが本当に良い生き方とは言えなくなって
いる。
151 JT-4
最近は、女性が晩婚化しています。なえか考えて見ると女性の結婚
後の生活は専業主婦、共働きと選択は広がっていますが、どちらに
しても結婚前の仕事のキャリアをいかす事が出来ない、又は縮小を
せざるを得ない。又、子供が生まれたら、子供の支援が社会的に不
備が多く、それは保育所の数、料金、時間などで、子供を選ぶか、
仕事を選ぶかの選択を迫られます。これでは、結婚後の将来に夢を
持てるはずがありません。それが女性の晩婚化の一つの要因であ
り、ひいては少子化につながっているように思われます。社会的な
整備が必要と思われます。
152 JT-4´
温暖化現象の原因の一つといわれる二酸化炭素の増加、これは冷暖
房器具の使用の増加と関係があると思われます。極端な温度の上、
下により、外気温をより高くしています。それが、先進国に特に多
く、地球規模になっている事がわかります。３０、４０年前と比べ
てみると、地球、国、地域、家庭がより快適になるにつれて、地球
がこわれていっているようです。そこでもう少し自然の温度に近づ
けて暮らすという、努力があれば、温暖化の増進をゆるめる事が出
来るはずですし、すべての人類の智恵を出し合い、協力し合い、理
解し合う事によって温暖化現象を止める事が出来るはずです。必
ず、そうしなければいけないでしょう。
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153 JT-5
最近では、日本やアメリカなどの先進国だけではなく、東南アジア
や南アメリカなどの国々でも、社会が発展するにしたがって、女性
の晩婚化が進んでいる。このような状況では、少子化が様々な国で
将来、おこるはずだ。
154 JT-5´
最近の女性は高学歴が著しくすすんでいる。大学を卒業後、会社に
就職して働き続ける人が多くなっている。今後もこの流れは続くと
思われるので、少子化はこれからも大きな問題となっていくはず
だ。
155 JT-6
日本の農業は生産性が悪く将来性のない産業だとよく言われる。た
しかに高齢化や後継者不足で困っている農家は多い。しかし、リン
ゴやナシのように高級品としてアジアの国々に輸出され、高い競争
力をもっている例もある。また、食品会社を中心に天候に左右され
ない人工的な環境で野菜を育て、安定供給を目指している例もあ
る。化学肥料、農薬を使わない農家がウェブサイトなどを通じて消
費者と独自のルートで取引して利益をあげている例もある。今まで
と同じやり方では将来性がないかもしれないが、新しい技術を利用
したり、消費者の求めるものを丹念に調べたりすることによって農
業の中にも成長が見込める部分があるはずである。
156 JT-7
最近の若者は、親のしつけが悪いせいか、マナーを知らない。電車
の中で老人が立っていても席を譲らない。所かまわずケイタイを使
う。こうした若者が親になったら、子供たちのしつけはどうなるの
だろう。きっと悪化の一途をたどるはずだ。
157 JT-8
昨今、日本では年々出生率が低下し、大きな社会問題となってい
る。各マスコミは少子化問題を取り上げ、政府、各地方自治体も少
子化対策に取り組んでいる。これ程少子化問題が叫ばれていれば少
しは出生率が上昇してもいいはずなのに、なぜそうではないのだろ
うか。それは、それぞれの対策がこの時流にのろうと、にわか仕込
みの対策を打ち立て、統一感がなく、本当に子供を産みたくても産
めない人の声が反映されていないからではないか。各省庁、各自治
体は、もっとそういった人たちの声を聞き、現状を見極め、政策を
考える必要がある。そうすれば出生率は上昇するはずである。
158 JT-9
日本では、最近、女性の平均出生率が過去最低を記録したことか
ら、この少子化傾向を問題視する報道が目立っている。そこには、
社会の高齢化が進む中、何とか少子化を食い止めようとする政府の
思惑が見て取れる。出産を奨励するためか、子供の可愛さを強調す
るものや母親になる喜びを取り上げるテレビ番組も増えているが、
あいにくそれらは私たち女性に特に大きな影響を与えていない。
　子供を持っていない女性の多くは、何が何でも子供を産まないと
いう選択をしているわけではなく、大きな犠牲を払わずに子育てが
できる社会環境が整っていないために、積極的に子供を持てないで
いるだけなのではないだろうか。女性に子供を産めと訴えるより、
まず女性を取り巻く環境を整備することが、少子化を食い止める最
善の方法ではないだろうか。女性が自分の道を大きく変えることな
く子供を持つことができ、さらに子育てを楽しめるような環境が整
えば、日本の出生率は上がるはずである。
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159 JT-10
少子高齢化、女性の社会進出に対応した社会体制を作って行くこと
は、現代日本社会が抱える大きな問題の一つである。高齢者を積極
的に活用するようになれば、年金の受け皿が増え、年金問題も改善
が見込めるはずである。ニートといわれる若者も、社会に参加する
意義を伝える先輩が必要だ。経済負担への懸念が少子化を進めてい
るならば、その負担を軽減するような税制を作ればいい。フランス
では三人以上の子を持つ家庭には教育費の援助があるときいたこと
がある。子育て中の人にはそれ相応の援助や施設の提供を、子を持
ち日本の担って行く子供を育てたいと思う人で、経済的に余裕がな
いというひとにたいしては、日本でもこうした制度を検討すれば、
子を産み育てようという家庭は増えるはずだ。現代人の将来にたい
する責任感が希薄であることも、少子化を進めている要因の一つか
もしれない。一人一人が、自分の老後だけでなく、次世代の未来
を、ひいては地球の未来を思い描いて行動すれば、社会は変わって
行くはずである。
160 JT-11
少子化は国の対策によってはとめられるのではないだろうか。例え
ば、子どもを育てながら働く人はもとより、仕事をもっていない人
でも低料金で預けられる施設を提供する。そんな金は国にはない、
財政難だというのなら、全国を見渡してもらいたい。どれだけ無駄
なくだらない建物が作られたか。それにかかったお金を少子化対策
に回していれば、少子化に歯止めがかかったはずだ。
161 JT-12
喫煙に関しては、たばこが吸えない区域をもっと増やしてもいいと
思う。たばこを吸えば、自分はもちろん、周囲の人にも体に悪い影
響が及ぶことは、みんなよく知っているはずだ。また、歩きたばこ
は危険であるし、吸殻によって、町が汚れてしまう。喫煙者のマ
ナーが改善しない以上、規制を強めるしか方法はないだろう。
162 JT-13
最近、「電車男」というアキバ系の若者を主人公にした漫画や映画
が話題になっている。元はインターネットのプログへの書き込みか
ら生まれた小説だそうだが、本来なら「オタク」と言われ、社会の
中心にはなりえなかったタイプの若者にこれだけ注目が向いている
のには、何かわけがあるはずだ。考えられるのは、インターネット
の普及により匿名の「オタク」たちの仮想世界のネットワークが驚
くべきスピードで広がっているということだろう。そして、それが
マス・メディアにも影響を及ぼすようにもなってきているのであ
る。新しい情報発信のありかたとして、今後も話題を呼びそうであ
る。
163 JT-14
「はずだ」を使って文を作って下さいと突然言われた。しかも、
「最近の社会情勢」または、「これからの社会」をテーマに意見文
を書き、その中で「はずだ」を使えと言う。普段、日本語を何の不
自由もなく使っていると思うし、「はずだ」だって、ごく自然に
使っているはずなのに、いざ使えと言われたら、すぐには出てこな
い。普段、日本語を何の不自由もなく使っていると思うし、「はず
だ」だって、ごく自然に使っているはずなのに、いざ使えと言われ
たら、すぐには出てこない。なぜだろう。
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164 JT-15
（ハズなし）国際交流基金では、日本語教育のあり方を「支援」か
ら「推進」に移行させた。今までは、日本語教育のニーズがある国
に対して「お手伝い」という形で「支援」をしていたが、世界のグ
ローバル化、学習者の増加、海外の言語政策などを考慮し、積極的
に日本語を「推進」していく方針をとることにした。日本語を世界
に向けて広く発信すれば、どんどん広まり、発信者側が把握できな
い事態も起きてくるだろう。
165 JT-16
最近、フリーターやニートなど、定職につかない若者のことが問題
になっている。行政やマスコミは若者の意識の問題ととらえがちだ
が、それより、社会構造の変化にこそ目を向ける必要があるのでは
ないだろうか。長引く不況や「痛みを伴う構造改革」の結果、会社
は労働力の多くをパート・アルバイトに切り替え、低賃金、使い捨
ての労働力の需要だけが増えている。これでは若者ががんばって働
こうと思えなくなるのも無理はない。行政は、若者の意識低下を嘆
く前にやらなければならないことがあるはずだ。
166 JT-17
米国は、イラクに民主主義を導入しようとしている。選挙なんて、
民主主義の代名詞のようなもので、あれ程、冷徹なものはない。米
国は民主化後のイラクの石油を狙ってくるはずだ。米国の過去をひ
も解けば、すぐにわかることだ。
167 JT-18
仕事においての男女平等をめぐり、日本でも訴訟になったケースが
あるが、“男女雇用均等法”が実施され２０年近く経つ現在は、果
たして本当の意味での“男女平等社会”なのだろうか。同期入社の
男性に比べ、昇進、昇給の機会、条件が明らかに不利であり、女性
差別であると訴えた会社員の女性達が、長い訴訟の末、結局は勝訴
したのだが、欧米の賠償金に比べ、その額は微々たるものであっ
た。訴訟を起こした当時は会社の圧力もあり、嫌がらせも多かった
と言う。裁判の金銭的負担だけではなく、精神的負担はその当時の
女性にとっては相当のものだったであろう。彼女たちを訴訟にまで
駆りたてたものは何か。女性の頭上にあるガラスの天井をとり払う
ことか、少なくとも勝訴して手に入れる決して充分ではない賠償金
が最大の理由ではなかったはずである。
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